
美幌町人口減少対策

美幌町の人口減少対策を考えるうえで参考となる

各種アンケートの結果をとりまとめました

美幌町





（１）関連グラフについて

・ 26

・     〃      「中高生アンケート（平成26

・子ども・子育て支援に関するアンケート（美幌大谷幼稚園、東陽保育園で実施）
・個別計画策定時のアンケート（子ども・子育て支援事業計画策定にかかるアンケー
ト、農業者アンケート）

（２ について

○：職員提言シートの回答

※【美幌町ですきなもの・こと】【将来なってほしい美幌町の姿】についての回答も
掲載しています。

♫：中高生アンケートの回答
☆：子ども・子育て支援に関するアンケートの回答（東陽保育園、美幌大谷幼稚園）
：まちづくりフォーラム（平成27 でのアンケートの回答
：『びほろ』みらいまちづくり会議
：子育てサークル「わんぱく広場」のみなさん
：自衛隊美幌駐屯地のみなさん
◆：個別計画策定時に実施したアンケート（子ども・子育て支援事業計画策定にかか
るアンケート、農業者アンケート）の回答
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1 少子化対策、移住、定住

（１）関連グラフなど
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【問１】現在の美幌町の住みごこち（町民・中高生）

住みよい どちらかといえば住みよい どちらかといえば住みにくい 住みにくい 無回答

72.4

84.6
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13.6
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1.9
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今回［813人］

前回（平成17年）［911人］

※１：前回の数値は「今の場所」と「町内の別のところ」の合計

※２：前回の数値は「道内のどこか」と「道外」の合計

【問４】前回との比較

今の場所に住み続けたい※１ 町外に移りたい※２ 無回答

今の場所に

住み続けたい
72.4%

町外に移りたい

17.6%

無回答

10.0%

【問４】美幌町に住み続けたいか（813人）
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59.3
44.3
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32.4
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37.9
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41.6
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2.9
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家族が住んでいるから

友人・知人が多いから

子育て、子どもの教育に良い環境だから

交通が便利だから

働く場所があるから（近いから）

医療や福祉面に概ね不安がないから

スポーツや文化活動ができるから

日常生活が便利だから

現在の近所づきあいが良好だから

気候条件が良いから

自然災害が少ないから

ここで老後も生活を続けていけそうだから

町外に移りたいという理由が特にないから

その他

【問４-①】町内に住み続けたい理由（すべて選択/589人）

36.4

23.1

21.7

44.1

42.7

57.3

12.6

30.1

9.1

9.1

2.8

62.9

14.7

0% 20% 40% 60% 80%

家族が町外に住んでいるから

友人・知人が少ないから

子育て、子どもの教育環境として不安があるから

交通が不便だから

働く場所がないから（遠いから）

医療や福祉面が不安だから

スポーツや文化活動が十分にできないから

日常生活が不便だから

現在の近所づきあいが良好でないから

気候条件が良くないから

自然災害が心配だから

ここで老後も生活を続けていくことに不安があるから

その他

【問４-②】町外に移りたい理由（すべて選択/143人）
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43.4

17.9

3.8

7.5

3.8
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自分に合う仕事がない（力を発揮できる仕事をしたい）

交通が不便だから

自然がきびしいから（冬の寒さ、雪など）

生活環境が悪いから（道路、公園、住宅など）

医療（病院）や福祉面が不安だから

新しい物や情報が不足しているから

買い物や遊ぶ場が少ないから

人が少なくさみしいから

一人暮らしをしてみたいから

その他

【問３-①】町外に住みたい理由（あてはまるものすべて選択）

美幌町に住みたい

21.2%

一度は町外に出るかも

しれないけれど、

また戻ってきたい

44.0%

美幌町以外に住みたい

34.5%

無回答

0.3%

【問３】定住意向（307人）中高生
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（２）意見、提案

  ○：職員  ：小学生  ♫：中高生  
：まちづくりフォーラム  ：『びほろ』みらいまちづくり会議
：子育てサークル  ：自衛隊美幌駐屯地
◆：子ども・子育て支援事業計画策定にかかるアンケート、農業者アンケート

＜人口増加＞

人口が増えるまちづくりをしてほしい
大好きな美幌にずっと住みたいです。子供達には、元気で、大人になっても美幌で働いて、

40代）
60代）

人口減は必至なのだから、人口規模にあった心豊かなまちづくりの計画になることを望み
ます。（男性・60代）

＜定住促進 ＞

を。
定住化促進の充実。

題だと感じます。

ィブ思考はだめ。
小磯先生の基調講演があったうえでは、人口減少を止める、人口を増やすということに一

はとても大事かと思います。

るという姿勢が住みやすさにつながるのかな。
○
供、60代くらいの方の笑顔を思い浮かべて事業を発案し、取り組むことが重要と考える。

○
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り内需拡大！）
郊外に住んでいる高齢者への、交通費の補助（タクシー代など）。

リアフリーの費用を補助する。
高齢者が安心してくらせる終末施設をつくる。（ケアハウス、グループホームなど）

空き

＜移住促進＞

間の家賃助成。

子育て世代の地方移住の推進。
移住促進。（自然の中のいやしをつくる。生活空間。）
（都会の人を移住のターゲットと考えると）IT環境の整備。（企業移転など）
外部からの移住者を増やす。

スローライフによる移住促進。
50代）

70代以上）

性・40代）
人口減は避けられないが、他地域からの受け入れを幅広く検討することによって、地域の
活性化を図れるのではないか。（男性・40代）

60代）
○
○
示し、定住化を図る。

○
○IJU

○
○
○
ンで参加してもらえるよう最大限のおもてなしをすることや、来たばかりでも町のことが



7

わかるようガイドマップ的なものを配付するなど、お試し暮らしをすることで得られる魅
。

動などがあった。

結婚相手を探すことを促進する。

○まちコンの開催

町内で結婚を促進するため、役所や企業団体など横のつながりがある、お節介チームをつ
くり、情報を交換する。
自治体や学生などみんなで何か一つできるもの、大きな町全体でイベント、みなが集まり

☆
います。それをふまえてイベントを増やし、出会いの場をもうけるなど、ちょっとした配
慮を。

20 35

チーム、美幌中出身者Ｂチームなど。その場だけのチームにしない、監督もいる。（男性・
60代）

○
○
○ 2の

○ 義
○結婚相談員活動の充実

思う人が自然と増える。（男性・50代）
○ (8/16美幌峠のビールパーティのような)
○ 1グランプリなど

人のイベントも広報する）
○
○

PR）
の推進。

○



8

もらう事が重要だと思います。
○

○人が集まる街にする。人口が減ってもいいが、集めればよいのでは。美幌町は地図をみる

ミリー世代だと思います。また、駅周辺の再開発。人が集まるところに人を集まりやすく
すること。

＜Ｕターン促進＞

社会人の転出を防ぐのは難しいかもしれないが、高校生が町外で勉強し、その後地元に戻
ってこないことが一番人口減少を進めている。Ｕ・Ｉターンができるように考えていく。

○ WEBサイトを設置・運営など
○美幌町出身者のUターン就職を促進、支援。

＜ ＞

勤労者世帯（子育て世帯）への支援拡充。（町内学校の制服、指定ジャージの助成、教科書
の支給、15

者への暮らしの補助（子育て環境の整備など）
50代）

うには、もっと思考すべき所がいっぱいあると思います。（男性・30代）

60代）

40代）
町としては環境も悪くなく、人も温かく住みよいと思いますが、町づくりとなると実感す

50代）
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50
代）

○
○
ない。

＜遊び場、余暇の場など＞

、仕事が終わってから、または休日に趣味などを楽しむところ（習い事、教室）を。

ませんが）、勉強したりおしゃべりしたり集まれる場所など。（よくシティの休憩場所にい

40代）
○

いける
○

につながる
○ 。

☆
りしても安心だと思う。

☆
しいです。生活が苦しいです。

○単身者でも入居しやすい家を増やす
○
○
○
○
○
○
○
○
○定住希望者への町所有遊休地の提供と土地取得に対する補助及び固定資産税等の軽減
○ ( )
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○
○
○
が相当空いていると聞くので活用できないのか

○自衛隊官舎等を賃貸して空き家を解消する有効活用
○農家などの空き家を町外者に町で斡旋する

＜高齢者の移住＞

逆転の発想で、高齢者を集めて人口を増やすと、介護福祉系や高齢者の人口増加にともな
30代）

介護施設を増設し、障害者施設等を設けて（美幌町に受け入れ）、人口増加や雇用の充実に
取り組んでほしいと思う。（男性・30代）

○ 、福祉施設は充実していると
は思うが、臥床状態や認知症がその対象であり、日常生活に支障が無いがひとり暮らし（夫

対する思いがより大きいと感じる。第５期総合計画にも「ケアハウス」「高齢者生活支援ハ
ウス」の記載があるが、そのような方々の生活の質を尊重し安心できるものがあれば、現

○
なる産業の構築、高齢者が地域の子供を

育てる等）
○高齢化に伴う公共交通、買い物、病院、ボランティア等の充実
○介護福祉施設の充実。
○除雪に苦労し、マンションなどが充実した町へ転出する高齢者もいることから、高齢者の
除雪や身の回りのサポートできる体制。

○町外から高齢者を呼び込み、それらに関連した企業、労働者を増やす
○
きる町

○

＜ ＞

○
○
○病院内に託児所をつくる

＜広域的な視点＞

のでは。
60代）
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○ 30

○

○20 30
ンとして美幌に定住してもらう。

○
○
図るべき

○

○
致・観光産業の拡充・地場産業の育成等広域的な視野で取り組むべき。

○地域的に広く考えて、各市町が取り組める可能な分野を選択して、美幌( )周辺の地域人

きか検討していく
○

○
する

○

○空き店舗に多様（主に飲食店）な店を開くことで、外から人が集まり定住につながる
○

内の雇用が増えるのであれば同様に補助し
ては。古い建物についても街のイメージは悪くなるので取り壊しの経費に対する補助もあ
れば

○商店・飲食店・保養（温泉水を運ぶなど）・遊戯施設（カラオケ・ボーリング場など）を1
ケ所に集めて複合商業施設を作る

考える、つくる＞

美幌オリジナルのものを。食べ物でもいいし、自然でもいい。
「美幌町」といえば○○○…というようなものが、今のところピンときません。それはそ

40
代）



12

40代）

50代）

のが欲しい。（男性・70代以上）

は何一つ無い。
美幌を知ってもらい、暮らしたいと思ってもらえるように、何か１つメインとなるものが
出来ればいいと思います。（男性・10 20代）

30代）
特に住みづらいこともなく、特徴のない町だと思います。その“特徴のなさ”をまちづくりに
反映できないでしょうか？“ゆるキャラ”ならぬ“ゆるまち”とか…。（男性・30代）
美幌はオホーツク管内で大きな町ですが、イメージが薄い。目玉がない。○○といえば美
幌だ！というものがほしい。（男性・50代）

＜ ＞

（比較的）安全とされる環境地域であることをPRして移住をしてもらう。
地方が集まって、都市で田舎暮らしセミナーを開催＆マーケティングする。（地方ブースを
都市に置く）
町の優れている点は①天候に恵まれている（東京都のよう）と②町の構成がコンパクト（ま
とまっている）こと。

すでに持っていると思うのでメディアやイベントなどで発信し、多くの方に興味を持って
いただくことが、移住や定住につながり、人口の減少を止めることができると思います。

らないことが多く、チャンスを逃していると思う。駅前にもっと店があればいいのにと思

です！

HPなど。
インターネットの活用。
美幌のレトルトカレーのこと、はじめて聞きました。もう少し何かで知らせては？

住んでみると、教育やスポーツなど、非常に手厚いサービスがあり、都会よりずっと住み
40代）
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どがないので、通過点のような印象です。ケンミンショーなどでとりあげられるような産
業、物産などができると全国的にも有名になり、通過点ではなく滞在、移住などにつなが
ると思います。すぐは難しいと思いますが、10 20

40代）

の環境や観光スポットと連携したピーアールもほしいとこ

50代）

と思う。また、リリ山、農業博物館、峠の湯、美幌峠、知床などの導線を結び、ちょっと
（男性・40

代）
○ PR（大人になってか

となれば、美幌高校生にとっても貴重な学習機会となる）
○
○

る。
○コンパクトシティを推進し、大型スーパーも３店舗有りワンコインバスや公住、アパート、

を持つ方にどう働きかけていくかが政策的な課題であると思う。町のＰＲボランティアと
して、各世代や様々な職種の方に、町の取り組みをフェイスブックなどＳＮＳで発信して
もらうようＰＲ隊を指名結成するとか･･

○安心・安全なまちをもっとアピールすべき。美幌町のように災害が少なく、小

て都市と地方の情報の差はほとんど無いと考える。身を助ける安全こそ最大の強みである
と考えます。

○
○実際に住んでみると、住みやすいという声があるので、住みやすさをアピールしていく。（買

○ 10分）、自然環境（子どもも自然にたくさん触れる
ことができ伸び伸びと）、病院が充実しているなどをアピールすることができます。

○モノ・カネがない美幌町は有名人となるべきヒトを養成し美幌町のＰＲをして美幌町のセ
ールスしてもらう取り組みに投資したほうが、

○災害が少ない安全な地域であることをアピールする
○継続して美幌町に居住している方を特集にした記事の作成や表彰など、美幌町に住んでい

○
いうのを聞く。前述、華はない(と思う)ので、
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○美幌が住みやすい町だということを知ってもらう。（オホーツク観光ツアーの開催宿泊は美
幌。）

○美幌町をアピール（特産物や道の駅、イベント等）
○
出して美幌町を有名に！

○

○
＜子どもの時に ＞

○
ちづくり

○
住んだらこんないいことがあったとの「おいしい思い」を子どものうちに刷り込んでは

○ 、

られるように、就職先の確保や子育てなどがしやすい環境を作って
あげることが必要

○小
戻ってきたいと思えるような取り組みが必要だと思います。アイデアとしては、ニセコに
あるようなアウトドアアクティビーができる施設、森と水があるので可能。些細な事です

から始めていくのはどうか

＜コンパクト化＞

○
ラバラだと自治会活動も人が少なく、盛り上がらない。

○ 避けられないものであり、その中で「暮らし勝手がよいコンパクトシ
ティ」

＜分析＞

○

も必要に思います。
○
自衛隊があるから？子どもを育てやすい環境が整っているから？この部分を分析すると何
らかのヒントが隠されているのかもしれない

○子育てにかかる負担から、子供が欲しくても２人目、３人目の子づくりに躊躇してしまう

必要がある。
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○
にならなければ、日本の人口は減少が続くことになる。子育て世代にとって何が要因なの
かの把握が必要。

＜ ＞

、「まるま
んま醤油」
も活性化する。

へ出て
自信を持って、もうそろそろ「外から吸収する」のは一旦やめて、スクラムを解いて「外

でしょうか。

伝わり、地方から人が集まってくれると思う。

＜その他＞

社会の機能を一部地方へ。（リフレッシュする）

外国人の呼び込み。

結婚で呼び寄せれば社会増、子どもが産まれれば自然増。自然増・社会増の線引きが難し
い。
まず、社会増があって、自然増につながる。

人間は基本的に「生活にゆとりがあるか・ないか、生活できるか・できないか」を考える。
「その町で生活できるか」が重要。
他の町ではできない美幌ならではの１つをつくる。
美幌に児童劇団をつくってほしいです。
せせらぎ公園の改修とその整備についてまち全体がひとつに大きくなる。
美幌が生んだ人材を大事にすること。山口昌男氏に学ぶことたくさんあり。海軍、自衛隊
ほか美幌に関係した人を生かす。子ども、孫、一族とつながるため。

を覚悟する。狭い心を捨てる。
美幌町が「まちづくり」に対して積極的に投資すること（需要を増やすため）。
減少は止まらないと思います。人口減少の中でみなが幸福を実感できるまちづくりが大



16

70
今日の現状は70 にな
っているか。

○

な政策を打ち出す
○
がいることで地道ながら出産で人口は増えていく。

○

ら否定するのではなく、やわらか頭で検討してみる。）
○子育て支援、雇用の確保、移住定住の促進等ありきたりのことですが、そのありきたりの
ことを少しずつでも充実、改善していくほかない。

○
とが必要。

○ の
増加に繋がるのではないかと思う。

○
きのことを想定した施策の検討が必要。子ども達の負担を少しでも減らすためにも、自分
が高齢者になったときにいかに現役世代に負担をかけずに生活していくかという視点で考
える必要があるのでは。

○

(福祉を手厚くするのは必要だが「魚を釣ってあげる」ことに
)

○他の市町村のまねでいいので成功しているアイデアを参考に。
○高齢者と子ども達のつながりを強化する
○
を目指す

○
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2 子育て支援

（１）関連グラフなど

33.94歳

［子ども・子育て支援に関するアンケート調査（Ｈ27.4）］

現在の子どもの数と希望する子どもの数

現在の子どもの数の平均人数は、2.19人

希望する子どもの数の平均人数は、2.50人

［子ども・子育て支援に関するアンケート調査（Ｈ27.4）］

24歳以下

0.0%
25～29歳
15.9%

30～34歳
31.9%

35～39歳
30.1%

40歳以上

8.0%

無回答

14.2%

【問１】母親の年齢［113人］

20.4

8.0

47.8

43.4

23.9

32.7

8.0

8.8

1.8

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【問２】現在の子どもの数

【問３】希望する子どもの数

【問２】現在の子どもの数 【問４】希望する子どもの数［113人］

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 無回答
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希望する子どもの数に達するために必要なこと
［子ども・子育て支援に関するアンケート調査（Ｈ27.4）］

［子ども・子育て支援に関するアンケート調査（Ｈ27.4）］

32.3

16.1

61.3

29.0

9.7

25.8

32.3

35.5

25.8

12.9

6.5

3.2

3.2

16.1

9.7

19.4

0% 20% 40% 60% 80%

出産一時金の上乗せ助成

不妊治療費への助成

幼稚園・保育園に掛かる費用の軽減

乳幼児等医療費の助成制度の拡充

地域子育て支援拠点（親子が集まって過ごしたり相談をする場）の充実

子どもの遊興施設の設置

就学後の義務教育期間中の授業料・給食費の軽減

就学後の義務教育期間中の医療費の助成

住宅取得・賃貸に対する助成

子育てに対する職場の理解

子育てに対する職場の時短・休業制度

子育てに対する配偶者の理解

子育てに対する配偶者の職場の時短・休業制度

祖父母などの親族からの支援

その他

無回答

【問４】希望する子どもの数に達するために必要なこと（希望する子どもの数に達していない方31名）

10.6

21.2

59.3

4.4

20.4

0.9

3.5

1.8

6.2

0.9

0% 20% 40% 60%

妊娠・出産に掛かる費用への助成

子ども（乳幼児）に掛かる費用

（幼稚園・保育園費、医療費等）への助成

子ども（就学後）に掛かる費用

（教材費、給食費、医療費等）への助成

小児科医師の増員

子どもを安心して預けられるサービスの強化や施設の設置

地域子育て支援拠点

（親子が集まって過ごしたり相談をする場）の拡充

保育士・幼稚園教諭・民生委員等の増員

公営住宅の家賃減免

子育てしやすい環境に誘導するための

（企業等への）普及・啓発活動

その他

【問５】子育て支援で行政に期待すること［113人］
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子育て中の家族等へどのような支援が必要だと思われますか
［地域福祉に関するアンケート調査（Ｈ26.5）］

［子ども・子育て支援事業計画策定にかかるアンケート調査（Ｈ25.4）※保護者が回答者］

子育てを相談できる人又は場所の有無
［子ども・子育て支援事業計画策定にかかるアンケート調査（Ｈ25.4）※保護者が回答者］

1.1%

10.9%

77.2%

38.9%

2.3%

9.2%

89.6%

22.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無回答

いずれもいない

緊急時にはいる

日常的にいる

就学前(n=470) 小学生(n=87)

11.1%

4.0%

84.9%

10.4%

3.4%

86.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無回答

いない／ない

いる／ある

就学前(n=470) 小学生(n=87)
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子育てを相談できる相手
［子ども・子育て支援事業計画策定にかかるアンケート調査（Ｈ25.4）※保護者が回答者］

［子ども・子育て支援事業計画策定にかかるアンケート調査（Ｈ25.4）※保護者が回答者］

0.0%

0.0%

2.7%

6.7%

0.0%

5.3%

5.3%

0.0%

1.3%

10.7%

73.3%

82.7%

0.3%

1.0%

9.0%

6.0%

0.5%

18.0%

18.3%

4.0%

17.0%

8.0%

80.5%

87.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無回答

その他

自治体の子育て窓口

かかりつけの医師

民生・児童委員

幼稚園教諭

保育士

保健所・保健センター

子育て支援施設

近所の人

友人や知人

祖父母等の親族

就学前(n=399) 小学生(n=75)

3.4%

29.3%

3.1%

19.3%

12.4%

45.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

その他

その他の認可外保育所

事業所内保育施設

認可保育所

幼稚園の預かり保育

幼稚園

就学前(n=290)
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［子ども・子育て支援事業計画策定にかかるアンケート調査（Ｈ25.4）※保護者が回答者］

(就学前)
［子ども・子育て支援事業計画策定にかかるアンケート調査（Ｈ25.4）※保護者が回答者］

(就学前)
［子ども・子育て支援事業計画策定にかかるアンケート調査（Ｈ25.4）※保護者が回答者］

2.8%

1.1%

11.5%

3.2%

7.9%

10.6%

7.7%

4.3%

11.7%

23.6%

34.7%

29.8%

56.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

その他

ファミリーサポートセンター

居宅訪問型保育

その他の認可外保育施設

自治体の認証・認定保育施設

事業所内保育施設

家庭的保育

小規模保育施設

認定こども園

認可保育所

幼稚園の預かり保育

幼稚園

就学前(n=470)

5.1%

70.0%

2.1%

24.3%

0% 20% 40% 60% 80%

無回答

利用していない

その他の類似事業

子育て支援センター 就学前(n=470)

13.6%

53.4%

12.1%

20.9%

0% 20% 40% 60%

無回答

新たに利用したり、利用日数を増やしたくない

利用しているが、利用日数を増やしたい

利用していないが、利用したい 就学前(n=470)
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土曜日、日曜・祝日の「定期的」な教育・保育事業の (就学前)
［子ども・子育て支援事業計画策定にかかるアンケート調査（Ｈ25.4）※保護者が回答者］

小学校就学後の放課後の過ごし方(就学前)
［子ども・子育て支援事業計画策定にかかるアンケート調査（Ｈ25.4）※保護者が回答者］

(就学前)
［子ども・子育て支援事業計画策定にかかるアンケート調査（Ｈ25.4）※保護者が回答者］

2.6%

17.4%

5.3%

74.7%

2.8%

21.3%

17.2%

58.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

無回答

月に１～２回は利用したい

ほぼ毎週利用したい

利用する必要はない

土曜日(n=470) 日曜・祝日(n=470)

45.3%

15.4%

17.1%

6.0%

33.3%

13.7%

34.2%

41.1%

14.6%

31.7%

6.0%

21.4%

15.4%

30.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

無回答

公民館・公園

学童保育

児童センター

習い事

祖父母宅や友人・知人宅

自宅

低学年(n=117) 高学年(n=117)

41.9%

28.2%

13.7%

16.2%

2.6%

71.1%

10.5%

15.8%

2.6%

44.7%

21.1%

31.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

無回答

利用する必要はない

高学年になっても利用したい

低学年の間は利用したい

土曜日(n=38) 日曜・祝日(n=38) 長期休暇中(n=117)
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(学童保育所に通所している小学生)
［子ども・子育て支援事業計画策定にかかるアンケート調査（Ｈ25.4）※保護者が回答者］

［子ども・子育て支援事業計画策定にかかるアンケート調査（Ｈ25.4）※保護者が回答者］

3.4%

17.3%

47.1%

32.2%

2.7%

67.1%

20.6%

9.6%

0.0%

45.2%

31.5%

23.3%

0% 20% 40% 60% 80%

無回答

利用する必要はない

高学年になっても利用したい

低学年の間は利用したい

土曜日(n=73) 日曜・祝日(n=73) 長期休暇中(n=87)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=87)

就学前(n=470)

13.8%

6.6%

20.7%

17.0%

44.8%

46.2%

17.3%

15.3%

0.0%

4.3%

3.4%

10.6%

(満足度が低い)１ 2 普通３ 4 (満足度が高い)５ 無回答
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（２）意見、提案

  ○：職員  ：小学生  ♫：中高生  
：まちづくりフォーラム  ：『びほろ』みらいまちづくり会議
：子育てサークル  ：自衛隊美幌駐屯地
◆：子ども・子育て支援事業計画策定にかかるアンケート、農業者アンケート

＜子育て支援全般＞

３人目を安心して出産、育てられるようにする。
子育て関して厚い支援のある町に。

子育て支援の充実。
子育て支援、高齢者とのつながりを強化してみては。
３人以上の子どもをしっかり、ゆったり、楽しく育てる支援を！！（子育て世代の支援を
より強く）
人口減、

子育てに手厚い補助を。
子ども、子育て時代の人への手厚い政策。

ことに一緒に踏み出す勇気をどこでもつことができるのだろう。結婚して何が変わるのか。
産んで何が変わるのか。安心して産めるだけでなく育てられる環境、産んでも仕事ができ

始まる（地元に働ける場、地元に学べる場、地元に戻れる場、地元の居場所）
30代）

預かり保育、地域内の相談員
30代）

全体に言えるが、少子化対策のための子育て支援と手当て等の拡充が必要と思う。（男性・
40代）

町に何かしらの形で返ってくると思い
ます。（男性・40代）
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○
育費の助成など子育て世代の住環境の充実。福祉施策の多くが高齢者対策に向けられてい
る現状を再考。

○
がると思うので、住居や公園などの充実や整備、子育て支援体制の整備が必要。

○
○子どもをたくさん産めるよう、財政的な支援はもちろん、精神的支援を充実させる。（安心
して預けられる場、相談する場の充実、学校での活動、給食の安全など）

○子育て支援（出前支援）、親育ち支援（親子教室）、堕胎させない（特別養子縁組）
○

て導入し、子育てをするなら美幌町というイメージを定着させる。

＜経済的支援全般＞

おむつ用の袋をまとめてもらえるのは有り難かった。

子育て＆出生費用のさらなる援助。

出産費用は支援があるが、育てるための費用の支援を。
子育て納税で経済的支援。

が「自分達も美幌に貢献しよう」と思う。

☆
☆
☆
☆子どもが多い家庭に養育費を出す。
☆

は。
☆

☆子どもにかかる費用のすべてを軽減して頂ければ、何人でも産むと思います。育てるため

用を助成あるいは軽減して頂けると助かります。
☆何よりも養育費の助成。もう１人子どもがほしいと思っても、家庭の収入などを考えると
厳しいので。

◆ 子供手当の増額。
○児童手当の独自増額
◆

審査されても困る。
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◆

◆

を増やしてほし
い。

40代）
子育てのしづらさを10

30代）

額が戻ってくるのではなく、毎月の負担を減ら

いけれど、１ヶ月１ヶ月がきつきつなので意味がないです。そこら辺の解決をして頂きた
10 20代）

美幌町は少子高齢化がどんどん進んで、人口がどんどん減っています。フランスのような

に関わる費用などの補助が手厚くなるなどのことをするといいのではないかと思います。
30代）

少子化対策をしない

40代）
”愛するふるさと”を作ることが、まちづくりだと思います。子育て（の費用）は、小さい時

入なので、生活費の一部となり消えてしまいます。小さい時にバラまかないで、高校生の

が私を支えてくれた、という気持ちや感謝があれば、この町に帰りたい、恩返ししたいと
50代）

○

の充実も必要。

☆
○ 60万など高額。出会い

。

＜産婦人科、小児科＞

産みやすい環境の充実。（産婦人科、婦人科の充実）
美幌町で安心して出産、子育てができる環境をつくってほしい。
産婦人科医の確保。
産婦人科をもうける
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☆安心して出産できるよう、各地域にも産婦人科を増やしてほしい。
☆
☆産婦人科がないのは、通院する側からすると結構な負担になっています。
☆町外まで出産のために通うのが大変です。産科が町内にあれば（特に上の子がいる場合）

３人目を産もうとは思えなくなってしまいました。
☆町内に産婦人科を作ってほしいです。
☆美幌町に病院があるけ

みたいです。
☆
子供を産んだ後の支援体制は、今まで色々な所に住んできた中でも上位だと思うが、やは
り美幌町内で子供を産めない。（産科の）入院環境がない為、出産時の入院等で上の子をあ
ずける、または短期ステイを受け入れてくれる所が無いというのは、身内がいない人にと
って大変辛いところであると感じた。そういった面では、妊娠出産の際には大変な面があ

30代）
○
と子どもに恵まれた環境にあるのだから連携強化し子どもを育てやすいまちとして
ＰＲしていく。

○
☆産婦人科の常勤医師の配置。
○ の

。
○小児科の数が少なく安心して通院できる病院が美幌にはない。

＜出生人数に応じた支援＞

もっと子供に対する支援が必要。高齢化していて福祉関係の支援が充実しても、子供に対

ら5,000
5,000
いよりはやった方が他の地域と差ができますし、何か他の地域がやらない事をやっていか
ないと、町としても衰退していくだけだと思う。（男性・10 20代）

○ のに対しての助成があってもいいのでは。
○
○ 2 50万円、第3子100万円の支給）
○
でなくても、美幌町で子育てしようと思わせることが重要

○

産もうとつながる。
○子ども３人目が産
たような町独自の取り組みをする。１家族当たり子ども２人だと人口はプラスになっては
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いかないので、３人目というところに注目している。
○
2人子どもがいる世帯が３人目にトライしやすい環境をつくる。

○
○第3 3
献となる現代、100 を

○
○
あらゆるサービスに対して減免措置などを実施する。）

○子だくさん家庭に毎月お米を５キロ支給。子どもが４人以上いる家庭に支給。子どもがた
くさんいる家はお米がすぐなくなるので、すこしでも家計を応援する。

○高学歴社会が現実である中、日本の高校を超える教育費は多額であり、保護者の負担感は
相当なものであるため、負担軽減策を講じることによって少子化対策になるのではないか。

◆

子育て等で有名な人を講演でよんで下さい。
○学校では保健体育はあるが育児の仕方、楽しさについては教えてくれない。育児が大変だ

んの扱いについても学べる場がほしい。
○
るような講演やイベント、授業内容などしていく。

☆親の仕事場からの助けも必要。仕事をしていない人の方が少ないのだから、各会社へ国が
子を持つ親のために（支援、働きかけなどを）してほしい。

☆子どもを育てるために両親ともに働ける環境があるといいと思います。小さい子どもを預

☆
施設への費用が少なければいいと思います。

☆美幌は多いほうだと思いますが、働きたいママさんのサポートがもっと充実していれば有
難いと思います。

◆ いつも子供たちをみて頂き感謝しています。もしわがままを言えば、もっと働きやすい環
境を作って頂きたいです。

◆

いただきたい。
◆

◆

目、３人目の取得になると「また休むんだ」という声を聞くことがある。（特に男性から）

○
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○
○残業の廃止（家庭時間の充実）
○共働きしやすい環境づくり。（児童館・託児施設・企業も赤ちゃん同伴出勤体制など）
○男性の育児休暇をもっと活用できる雇用形態へ。
○
みたい日」を制定し、その日に子どもと父親が一緒に遊べるイベントを実施。

＜ ＞

保健師さんは親身になってくれるので有り難い。「お兄ちゃんは元気ですか」と声をかけら
れるなど、きょうだいのことも覚えていてくれて嬉しい。
父子手帳をつくってはどうか。

◆

と思います。子どもの健康ばかり考えていて自分自身の健康はないがしろですので。

＜子どもの ＞

学前位までにしてほしい。
☆
☆

◆ 0.5割負担にならない
ものでしょうか。

◆

◆

◆

☆
☆
☆

☆ 育てできると思
います。

50代）
70代以上）

○
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◆ 生活のために就労していますが、一定の収入があるため様々な手当を受けることができな

検討を、お願いしたいです。
◆ 小学校へ入ると、大人と同じだけ病院代がかかるのが辛い。本当に辛いです。具合が悪く

感染したり悪化しているという小学生をよくみます。教育とはま

◆ 水痘やおたふくかぜ、インフルエンザワクチン等予防接種の無償化。
ました。美幌町

30代）

10 20代）

性・30代）

40代）

○
○
○
○
準じ実施することにより定住促進効果も考えられる。また、財源は福祉施策の充実として
消費税の地方配分を活用できるのではないか？

○
っていく。

＜保育 ＞

30代）

・10 20代）
毎月幼稚園費用の負担が大きすぎる。（大空町は月々5,000円）（男性・40代）

◆

◆

◆

◆
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◆

○
○
と思う。

○
○
○
○

＜保育園、幼稚園＞

◆ 先生達は皆さんしっかりされていて、とても安心して預けさせて頂いています。
◆ 保育園が少ないと思います。
◆ 保育施設を増やしてほしい（認定こども園等）。
◆

◆ 土曜日も18:00までにしてほしい。
18

館で19 40代）
以前住んでいた町は保育所の時間が7:30 19:00 働きやすく、保育所が拡大し
幼稚園が減少という状態でしたが、美幌は逆です。美幌では、小さい子がいる親は、フル
タイムの正職員で働くことはとても難しいです。もっともっと子育てを充実させていけば、

10 20代）
○開始時間を7:00から
○
○24時間保育園の設置
☆休日保育をしてくれる施設があれば、働いている親にとってはとても助かると思う。
◆ 休日の開所
◆ 16:00までにしてほしい。
◆

◆ 町で０歳児保育
○0歳、1
にイライラするという保護者がいるため）

◆ 保育所では、ほとんど教育的な事がなく、少ないので、スポーツや英語、体操など地域で
の気軽に参加できるような催しなどに期待したいです。

◆ 結婚する前は他町に居ました。そこの保育所は給食でしたので、美幌町の保育所も給食に
なればいいなと思います。

◆ 保育所のお弁当について、主食（ごはん）だけ持参にはならないのでしょうか。へき地保
育所は、お弁当持参と聞いたので。

○保育所の充実など仕事を持った親も育てやすい仕組み作り
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○

とも思われます。

園とし、待機児童をなくし、両親が安心して仕事、暮らし、子育てできるような支援をす
る。

○就職先確保にあわせた保育施設の整備
○保育園施設の改修。総合計画に０歳児保育の推進とあるが、現在の施設では実施すること
ができない。未満児保育のニーズの高まりもあるので、定員増も視野に入れた改修を検討

にも繋がると思われる。課題は、改修に当たっての予算的な面と、保育士の人員確保など。
◆

がたいです。
◆

○町外出身者同士の夫婦も多く、子供を預ける場所が少なく、安心して子育て出来ないため、

夫婦共働きを助ける保育

＜学童保育など＞

放課後児童クラブの設置。

☆

をしなければならないのが今後の悩みです。
◆

◆

い。
○
◆

◆

（美禽地区）。
◆ 学童保育は8:30からではなく8:00前から預かってほしい。会社がある時は困る。保育園
は夜6:00までなのに学童は5:30迎え時間が早いと思う。

◆ AM 18:00）。
◆ 土日祝日も開所してほしい。
○学童保育を18:00までにする。
◆ 学童の時間を18:00までにのばしてほしい。
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◆ フルタイムで働くとなると、17:30
17:00
悪天候のこともあれば、冬は暗くなるのが早く、15:00 15:30に学童から出ることも多

りません。学童保育が18:30 18時）ありがたいのにとの気持

入れてもらえば、と勝手ながら望んでいます。
◆ 学童も保育園と同じく18:00まで開所してほしい。17:30までだと間に合わないので、い
つも遅れるのが申し訳ない。夏季・冬季休みの間も、8:30 8:00
い。土曜日も8:00

◆ 学童保育所は8:00から開けてほしい。祝日も開所してほしい。土・日・祝日が休みではな
い仕事の人も多くいると思うので。もう小学生になってしまいましたが、保育園について
ですが、土曜日も16:00までではなく18:00までやっていてくれたら助かったなと、今思
います。フルタイムで働いている親だと16:00

◆ 仕事の関係で学童保育所の時間を、もう少しのばしてほしい。
◆ 学童が17:30までというのは、今の時代ありえないと思います。小学校入学を機に、仕事

と思う。また、どうにもならず暗い中、一人で歩いて帰らせ、一人で待たせていることも
あるので、何かあってからでは遅いと思う。

◆ 公務員の時間帯ではなく、一般企業の時間帯に合わせた時間の設定、休日の設定が必要。
◆ 学童保育の時間を土曜日朝8:00
◆ 学童も土曜日の始まる時間が遅く、冬の寒い中、子供が待っているし、終わりが５時半だ

◆ 休みの日の学童保育の始まる時間が、学校が始まる時間より遅いので、学校が休みの日の
朝が困ります。

◆

◆

ます。土日祝日、休みとはかぎらない職についているためカレンダーどおりの休みでない
ようにならないか？とも思っています。

◆

特に実家が町内にない場合、家庭の負担が大きいです。
◆ 夏休み、冬休みの学童の始まる時間を8:00 9:00

だしも・・・学童費を払っているのにどうしてなのか、改善できないのですか？
◆ 17:30迎えが難しい時が多いので、もう少し遅い時間までを希望しま

◆

◆
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工夫して充実して過ごせるように取り組んでほしい。

＜児童センターなど＞

◆

◆

課後を過
◆ 児童館で持参したお弁当が食べられる日が増えるといいなぁと思います。昼12:00の送り
迎えが出来ないので9:00 15:00

◆ 日祝日もやってほしい。
◆

い。（平日）一方で社会教育（児童が参加できるイベント）等が充実していると感じます。
◆ 児童センターが町の
◆

◆

い子もいます。
◆ 児童センターの情報が少ない。もっと小学生に向けて発信するべき。
◆

ほぼ毎日児童センターに通わせていただいています。できれば日曜日や祝日でも、子ども
の預かりがあればとても有難いです。又病児の場合、自分が仕事を休むしかないため網走

◆

ないとならないので、大人の目の届く施設等があればいいと思います。
◆

く家庭が多く、一緒に居てやりたくても仕事で居てやれない状況のため、ボランティアで
子供たちと関わりをもってくれる大人が居てくださると安心できる。学校の教室で体験学
習なども期待したい（通いなれた場所での実施）。

◆ 子供達が集まって遊ぶ場所が少なすぎるので、センター以外（しゃきプラ）など小学生が
遊べる場を増やしてほしい。

◆ 仕事をすると学校が終わってからの習いごとや活動をさせたくても送り迎えができない。
もし、この送迎があればすごくうれしく思います。

◆ 仕事をすると習い事の送り迎えができない。人通りも少ないので夕方の子供の一人歩きも

＜病児、病後児保育＞

☆病児保育をしてくれる施設があれば、働いている親にとってはとても助かると思う。

保育園や幼稚園などで、障がい者や発達障がい、自閉症などの対策もあれば安心できる親
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10 20
代）

○病院内託児・保育所。核家族化が進み、子育て世帯では急病の場合の子どもの預かり場所
がない。簡単な手続きでとりあえず子どもを預けられる場が必要である。新たな施設を作
るのではなく現状でできる場所が無いか検討すると同時に、保育士の雇用拡大が必要。

◆

いのではないかと思います。
◆ 一時預かり（安価で）、病気の時みてくれる。
◆ 病児保育は、本当にあった方がいいと思う。町でも、色々な支援があるとは思うが、働い

色んな職種があって、休みもバラバラなのだから、土・日・祝日が休日を中心に物事を決
めないでもらいたい。病児保育は、どうしても休めない場合など、あると本当に助かる。
色んな人の色んな状況、職種、パターンをもっともっと考えた方がいいと思う。子育て支
援って、どんな人に何を基準に決めているのか、私には全然わからない。

◆

からそのような場がないことに、とても苦しい思いをしてきました。我が家は特殊なケー

も高いのではないかと思います。

＜一時預かり等＞

10 20代）

30代）
○預かり保育等の充実。
☆

◆

◆

◆ 時間単位で預けられる、託児所があるといい。夜間21時位まで預けられる、託児所がある
と学校保育園の話し合いとか役員の仕事が参加しやすい。

◆ 24時間の保育施設や託児所、ファミリーサポートがあればいい。
◆ リフレッシュ等で気軽に子供を預けられる場があると嬉しい。
◆

◆

◆

に、気軽に預けられる所があればいいと思う。
◆

◆
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◆ 子供が小さいうち冬場の雪かきに大変な思いをしました。仕事上、家が大変な時に主人が

ます。
◆

みていてく

して
いて
っとでカットしてくれるとか！

◆ がん検診などでも子育て支援センターの一時預かりが出来ればいいと思います。
◆ 病院やスーパーなどに託児室などがあれば嬉しい。
◆

◆ 休日も一時預かりをしてほしい。
土日や夜間に子どもを預かってもらえるところがない。

しい。
託児があればと思う。
休日や夜に子供をあずかってもらえる所がない。緊急時、あずかってもらいたい時に困る。

10 20代）
転勤などで美幌に来た人達が困らない様に、１時間からでも子供を預けられる場所があれ
ばいいなと思います。そういう場所があれば親も助かります。実際、ストレスで病気にな

30代）

30代）

＜ ＞

◆ 美幌町では幼児相談など
由していない。

◆

てもらえるだけでも気持ちが楽になったりします。
◆

いいような気がします。
◆

◆ 気軽に相談出来る（愚痴も含む）機会を増やしてほしい。
◆

◆ もう少し気軽に相談できるスペースを確保してほしい。
◆ 保健師さんや役場の人が声かけ（家を訪問、電話等）して欲しいです。
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◆

所があれば助かる。
◆ 積極的な声かけや集まる場があれば、１人悩んでいる人も自分から相談などしやすくなる
のでは。

○育児・家庭相談窓口の充実
○子育て支援について保育園や学童保育などでフォローする。
◆

のんびり友人などと話しながら子供を 所が無いので家にこもりがちになってしま
う。

○
○育児についての情報、育児の楽しさを広める場が必要
○子育てする親が集まり相談したりできる場所やイベントを増やす。

＜子育て支援センター＞

子育て支援センターは有り難い。
◆ 子育て支援センターはとてもいい所だと思います。
◆ 美
も聞いてくれたり心強い。

◆ 週に開放する回数をもう少し増やしてほしい。
◆

◆

で時間帯を少し変えてみるといいと思う。
◆

と広くてきれいな施設があると嬉しい。双子だと親が一人で
きにくいので、先生をもっと増やしてもっとサポートしてもらいたい。

○子育て支援センターの建設。既存の施設はコミセンに併設されていて狭いし、休日開放が
月1 。

＜地域での支援＞

◆ 親族、友人、知人等、少し話す事は可能だが、全てを話す事が出来る環境ではないので（小
さい町でつながりが近く密な為）町内と関係の薄い方が客観的な指導が出来る様な環境が
あると助かります。

○子育てや教育のための地域組織の構築。地域とのつながりが希薄化していると感じます。

近な地域の助け合いの精神に基づいた相談、情報提供が必要だと感じます。
○子どもの預かりボランティアなど
○

ることが出来ま

。
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○一時預かりや託児ママさん、幼稚園・保育園・学童保育のニーズは高いが人材や場所が少
ない。ボランティアや専門職の育成や採用、専門職のアイデアを生かした新しい施設設置

○保育園、一時預かり保育（ファミリーサポートセンター）、保健師事業等育児家庭に関わる
機関が互いの情報を共有しながら、育児家庭に関わっていくことが大

○

○働きたいけど保育園や幼稚園に子どもを預けることができない、短期間でいいから気軽に

と考えている。たとえば、退職されて時間に余裕のあるご高齢の方々を集めて、託児につ
いてレクチャーし、ボランティアという形で託児を引き受けてもらえるような取組ができ

どもを預けることができると思うし、また子どももご高齢の方と関わる機会が増えていろ
んなことを学ぶこともあるのではと思います。

＜公園、子どもの遊び場＞

◆

ンター、しゃきっとプラザなど。

☆雨天でも子どもたちが身体を使って遊べる施設がない。みどりの村などの施設、敷地があ
れば、中標津の夢の森公園的な施設をつくることは可能ではないでしょうか。

☆
子育て中のママさんがたまにゆっくり休めるように、子どもを預ける施設があればいい。
子どもが遊ぶ大きな施設や気軽に預けられる施設があれば、安心して出産・育児できると
思う。

☆

雨が降った時に遊べる場所がほしい。博物館は小さな子どもにはちょっと難しい。（町外だと、

北見にある「オホーツク木のプラザ」や網走にある「道立オホーツク公園」、津別にある「道立

津別 21世紀の森」、中標津にある「道立夢の森公園」のような）

◆ 室内遊具施設（雨天でも公園のように遊
◆ 安心安全に子どもが遊べる場所を増やしてほしい。
◆ 公園の設備が悪い。
◆ きれいな公園（明るい）が少ない。
◆ 近くの公園がボロボロだったり、公園なのに何も遊ぶ遊具が無かったりして困っています。
家にこもる子供にはなってほしくないので、ぜひ公園を充実させて下さい。

◆

しい。公園の設備をもう少しきれいで柏ケ丘公園みたいなバケット型のブランコを増やし
てほしい。

◆ 屋外のスポーツする場所をもっとキレイにしてほしいです。小さい子連れでも安心して過
ごせる様にしてほしいです。
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子供達の遊べる所が少ない様に感じます。思い出の無い町に、人は戻って来ないような気
がします。（男性・40代）

ため、結果町外へ足を運んでしまう。大きな施設があると町外からも美幌へ来ると思う。
子供がいる世帯は、子供中心に休日等を過ごすので、より美幌町内でも過ごせる環境があ

設等は１ヶ所にかためてほしい。（男性・30代）
児童施設を作る。（男性・30代）

○
○
の来客が期待できる。）

○子どもが天候に左右されず安心してのびのびと遊べる場所を増やすなど
○子供や親が安心して遊べる、施設や遊具の整備。
○幼児期に通える全天候型の施設整備の検討
○町には児童館のような子どもたちが下校後や休日に自由に遊べる場所が無い。遊びを通し
て、学ぶこともたくさんある。

○

○

○子どもが健全に育つ環境作り。三歳以下向けの遊具設置や安全点検の強化をして親子で遊
べる公園を充実させたり、親子で参加出来るイベントを企画して親子が楽しむと共に友達
作りも出来るように進める。健やかに育っていく為に関係機関の連携を図り、子どもの成

＜歩道、除雪＞

◆

足の悪い人も含め大変だろうなと思うことがけっこうある。
◆

◆

も安心して通れるようにしてほしい。
◆

し整備してほしい。
◆ 子供と通園などで送り迎

れる様な環境にして下さい。

＜教育、給食＞

子どもの教育の充実。
子育てする中で教育費の支援。
家族とのコミュニケーションをとる時間の増加。（残業が少なくなる等）
高校の間口を維持する。（平成30
教育の充実。専門学校の教育の充実→生徒の増加→職員の増加→経済が潤う。
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学校の誘致。（大学、専門学校など）。英才教育を受けられる、天才児を育てられるまち。
（小学校ぐらいから）特定分野に特化した教育（IT、観光など。美幌に来たら学べる）→

☆

◆ 人とのふれあい、動物とのふれあいなどを教育として取り入れてほしい。
◆

○町独自の教育システムを導入することで、この町に住めば教育環境が劇的に変化するなど

○学習環境の整備により他の地域よりも住みたいと思える
○

職員を美幌町へ赴任させる。又は町が敏腕教師を雇用する。
○時間
○
○高校のレベルアップ
○
るなど、美幌で教育を受けた子は、これが優れているといったものを作る。

○
○高校卒業までの教育費助成

70
代以上）

◆

◆ 豊岡線のスクールバスに美禽地
◆ スクールバスにのれるバス停などをどんどん作り、安心・安全に通学できれば小学校から
遠くても仕事にうちこめてよいと思います。美富の団地よりも遠い家は考えてほしいです。

◆

迎えに来るよう連絡があったが、けっきょく一人で

は、ものすごく逆に危ない気がしました。その時なぜ体育館等で待たせてあげるなどしな
かったのか？これで津波の時の幼児が死亡したように、何かあった時、学校や町は責任が
とれるのか？

○学校施設の充実
◆ 特別支援教育を充実してほしい。
◆ 小学校（特に美幌小学校）、中学校、高校共に特別支援教育の充実のために外部の専門機関

◆
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ると思います。（うまく書けていませんが･･･）美瑛町に、すとり－む「美瑛町子育てファ
イル」というものがあり、それを参考にして頂ければ分かりやすいのかなと思います。

＜関連施設＞

☆もっと
○図書館･こども園(又は保育園)等の教育施設の充実。未来を担う子どもたちの環境整備を目

(取り壊しを含めた検討)
○
てコンパクトにするか、逆に支援センター等施設をまとめて一つにする。保護者のニーズ
が複雑または多様過ぎて１箇所では保育士の手が足りなくなってしまったのですぐにお互
いを助け合えるようにする。夜間保育に関しては、現状の保育施設では、保育しづらい所
もある。

＜ひとり親支援＞

◆

になり、転居も考えてしまう。もっと優しい市町村はいくらでもある。
○ひとり親家庭に指定のゴミ袋を月に１回支給。
○
○

的な子どものサポートが必要である。特
生活面・学習面いずれにおいても第三者による環境整備の支援が必要

＜情報、窓口＞

子ども支援をしているがPR
町内にある公園の情報（場所、設置されている遊具、写真など）を集めて地図に掲載した
「マップ」をつくってはどうか。子育て支援センターに貼るなど。

30代）
◆ もう少し町の子育てに関する情報等わかるようにしてほしいです。
◆

◆

◆

◆ 緊急時に子どもを預けられる施設、個人があれば教えてほしい。
◆ 生後６ヵ月から入れる認可保育所や仕事・通院以外での用事で預けられる施設、発達など
子育ての相談窓口を分かりやすくしてくださると助かります。

◆ 幼稚園等へ入園させたい場合に受入れがあるか否か、また就学時などの節目が近づいてき

いのかわからない場合のフォローをしていただければ大変助かります。美幌町は幼稚園の
数が少ないので自身で調べることができましたが（地元なこともあり）転入してくる家庭
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◆

欲しいです。
◆ 子供が産まれてから、私用も含めて預けられる所がいまいち分からず、１番最初の子の時

も細かくわかるように最初の健診とかで教えていただきたいと思います。
◆

◆

支援センターみたいな形で１本化してもらいたいです。
◆

クに聞いたが、「連携がないからわからない」との回答だった。ハローワークと保育園の入

でしょうか。

＜その他＞

☆ごみ袋、有難いですが、サイズをもうひとサイズ大きいほうが使える。オムツはすぐいっ
ぱいになってしまうので。

◆ 燃えるゴミ収集を週２回来て欲しい（特に夏場）。
☆
☆子どもを一人前にするまでの経費を考えると、義務教育中の経費を削減されても、その後

もへの教育や品々、やはり、自分の子どもだけが遅れる、持っていない、それを回避する

☆
の負担、もう少し気軽に一時保育を頼める場所の確保、子育てサークルの支援など、もう
少し踏み込んだ支援をしてほしいです。
子どもを対象としたスポーツ教室（キッズビート）は子どもが喜んで参加している。

◆

意してくれるので子どもたちも積極的に参加しています。
◆

が多く感じる。小学校に通い始めると、子供同志で遊ぶ事が増えるので（それも社会性を
とうれしいです。

◆

限られているので、貸出をしてくれるところがあると嬉しい。

50代）
◆ 自治会、学校の役員を免除してほしい。
◆
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◆ 美幌は子だくさんの様な気がします。３人４人のお子さんがいる家庭も沢山あるし！そう
思うと、環境に恵まれているのかなぁと思います。

◆

と・・”と欲も出てしまいますが、子供が幼稚園に入るまでは大変有難いものでした。ただ、
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3 農業

（１）関連グラフなど

位置づけです。

【問３】特に重要なもの
問２と同じ37項目の中から、
特に重要と思う項目を
５つ選んでもらった位置づけです。

9.3
12.1

8.6
15.5

12.7
3.7

10.0
16.2
17.6

28.5
4.3
2.8
4.7

1.5
6.4

25.2
8.4

32.2
39.6

36.8
8.9
9.3

2.2
18.3

3.4
4.8

10.5
18.0

2.2
10.9

17.3
13.4

17.7
4.3
5.0
4.9

11.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1.自然環境の保護

2.環境問題への取組

3.景観の保全、向上

4.防災

5.消防・救急

6.交通安全

7.犯罪防止、消費者保護

8.ごみ収集、リサイクル

9.道路や歩道

10.除排雪

11.公園、緑地

12.住宅、宅地

13.水道、水質

14.下水道

15.公共交通

16.子育て支援（保育園）

17.健康づくりや病気予防

18.医療環境

19.国保病院

20.高齢者福祉

21.障がい者(児)福祉

22.地域福祉

23.教室や講座など

24.幼稚園､小中高校

25.芸術文化

26.スポーツ

27.青少年育成

28.農業

29.林業

30.商工業

31.観光

32.特産品の開発、販売

33.企業誘致や起業支援

34.地域の活動､行事

35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会

37.役場の窓口、サービス

【問３】特に重要と思うもの（５つまで選択/町民813人）

28.農業

0

1.5

-1 0 1

←満足度→
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農業者へのアンケートより（Ｈ23.10

１

２

46.5%

32.1%

40.8%

14.7%

21.3%

12.4%

34.1%

38.0%

36.4%

40.2%

31.7%

40.7%

14.6%

22.3%

19.0%

34.2%

33.3%

32.8%

2.7%

3.8%

1.6%

7.6%

9.8%

10.2%

2.2%

3.8%

2.2%

3.3%

3.8%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(１)経営能力に優れた農業者の育成

(２)農業支援システムの確立

(３)農用地の高度利用と農地流動化の推進

(４)農作業の共同化、法人化の推進

(５)認定農業者の育成

(６)経営の複合化、多角化の推進

重要 やや重要 どちらでもない あまり重要でない 重要でない

66.1%

41.1%

43.1%

52.4%

57.3%

42.6%

57.5%

25.4%

43.2%

33.1%

27.6%

31.9%

44.8%

30.6%

6.9%

12.4%

21.0%

15.1%

9.2%

10.9%

10.2%

1.1%

2.7%

1.1%

3.8%

0.5%

0.5%

0.5%

0.5%

0.5%

1.7%

1.1%

1.1%

1.1%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(１)生産基盤整備の推進

(２)輪作体系の確立、高収益性作物・地域振興作物の推進

(３)農畜産物付加価値向上

(４)有害鳥獣対策

(５)防疫対策

(６)生産振興

(７)農業施設の整備及び農業機械導入の推進

重要 やや重要 どちらでもない あまり重要でない 重要でない

40.3

46.7

24.6

53.5

76.3

16.7

17.7

1.2

52.1

23.5

34.5

59.6

37.5

36.8

12.7

2.9

0% 20% 40% 60% 80%

自然と共生する美しいまち（自然が豊かで、環境にやさしい）

農林畜産業や商工業など活力ある産業のまち（経済的に豊か）

多くの人が訪れる観光・交流のまち

便利で快適に暮らせるまち（生活環境が整った）

健康で安心して暮らせるまち（保健・医療や福祉が充実）

教育・文化・スポーツなどが充実したまち（生涯学習がさかん）

郷土を愛し、町民同士がふれあい豊かに暮らすまち

その他

■町民

■中高生

【問６】将来の美幌町に望む姿（３つまで選択/上段：町民、下段：中高生）
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３ 農業の担い手の育成・確保

４ 環境と調和した安全で安心な農業の推進

５ 快適でゆとりある農村づくり

６ 豊かな食生活への対応

７ 農業を核とした新たな産業展開

52.7%

20.3%

23.0%

36.4%

31.0%

53.3%

36.6%

38.6%

14.7%

22.5%

26.8%

19.0%

0.5%

2.2%

7.7%

4.3%

1.1%

1.6%

6.0%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(１)農業後継者の育成・確保

(２)女性農業者の経営参画の推進

(３)新規就農者の育成確保

(４)パートナー対策

重要 やや重要 どちらでもない あまり重要でない 重要でない

29.2%

63.4%

40.1%

36.6%

46.5%

31.2%

43.4%

39.2%

19.5%

4.8%

14.3%

19.9%

3.2%

0.0%

1.1%

3.8%

1.6%

0.5%

1.1%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(１)クリーン農業の推進

(２)健康な土づくりの推進

(３)家畜糞尿処理対策

(４)農村景観の保全

重要 やや重要 どちらでもない あまり重要でない 重要でない

48.6%

48.1%

36.8%

28.2%

16.2%

37.9%

2.2%

0.0%

4.4%

1.7%

1.1%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(１)女性農業者・高齢者活動

への支援

(２)農村環境整備の推進

(３)都市と農村の交流の促進

やや重要 どちらでもない あまり重要でない 重要でない

41.0%

41.8%

39.0%

22.4%

19.0%

11.0%

0.5%

1.1%

0.0%

1.1%

1.1%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(１)健全な食生活の推進

(２)地場産農産物の消費拡大

(３)流通販売の拡大の推進

やや重要 どちらでもない あまり重要でない 重要でない

41.0%

23.9%

25.1%

49.4%

0.5%

7.8%

2.2%

11.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(１)農業の６次産業化の促進

(２)農業生産法人以外の法人

の農業参入

やや重要 どちらでもない あまり重要でない 重要でない
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農外からの新規就農者への農地のあっせんについて、どのように考えていますか
［農業者へのアンケート（Ｈ23.10）※経営を縮小、やめたい（法人の解散）と回答者した経営者18名］

①優先的にあっせんしたい 3経営体 (16.7%)

②条件が合えばあっせんしたい 8経営体 (44.4%)

③あっせんは考えていない 7経営体 (38.9%)

について、どのように考えていますか
［農業者へのアンケート（Ｈ23.10）※経営を縮小、やめたい（法人の解散）と回答者した経営者15名］

①希望する 0経営体

②条件が整えば希望する 9経営体 (60.0%)

③希望しない 6経営体 (40.0%)

経営継承方式について、詳細な説明又は個別相談を受けたい希望はありますか
［農業者へのアンケート（Ｈ23.10）※上記で「条件が整えば希望する」と回答した方７名］

①希望したい 2経営体 (28.6%)

②希望しない 3経営体 (42.9%)

③その他 2経営体 (28.6%)

①優先的にあっ

せんしたい
②条件が合えば

あっせんしたい

③あっせんは考

えていない

②条件が整えば

希望する

③希望

しない

①希望

したい

②希望

しない

③その他
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（２）意見、提案

  ○：職員  ：小学生  ♫：中高生  
：まちづくりフォーラム  ：『びほろ』みらいまちづくり会議
：子育てサークル  ：自衛隊美幌駐屯地
◆：子ども・子育て支援事業計画策定にかかるアンケート、農業者アンケート

＜農業の振興＞

農業人口を増やす！大規模経営の推進ではなく、手間のかかるアスパラなどをどんどん推
進し、就業人口を増やす施策をJA
基幹産業である農業の積極的な法人化による雇用の創出、農業関連従業者の町内での生活

産品の育成）

産品の開発。
家族経営（農業など）してらっしゃる方の暮らしが潤えば、子どもの数が増えるのかなと
思います。

◆

◆ 農業者が将来に計画、希望の持てる、後継者が自分の職業に夢と誇りが持てる農政にして
ほしい。

◆ 農業生産法人以外の参入については、企業等は採算がとれないなら、すぐに手を引く傾向
JTなど）信用に欠ける。我々もあぐらをかくつも

りは無いが、この情勢に迷走しているのも事実です。食をどうしたいのか？何を求めてい
るのか？どうしたら、ゆとりある生活を送ることができるのか？答えが出ないまま、経営

◆ 美幌町は農業なしでは、絶対に発展はしない。このままの状態が続くようであれば、美幌
町は第2の崩壊の町になってしまい、人口は減少、雇用はもちろん商業関係も駄目になっ
てしまいます。町も、農協も、もっともっと真剣に取り組んでいかなければ町内全体がな
くなってしまう。

◆

にやる気と元気が出る農政を望みたい。
◆ 20代、30

＜農業の担い手、新規就農＞

就農者への助成、土地などの貸付。

◆ 農業人口を減らさない政策を。
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◆

○

○
○新規就農者支援（みらい農業センターの取り組み）。
○基幹産業でもある第１次産業の農業後継者・新規就農者の確保
○基幹産業の「農業」を全面的に打ち出すやはり美幌と言えば「農業」ではないでしょうか。
後継者対策、新規就農者対策が必要。

＜農業を軸とした雇用の拡大＞

６次産業の推進。

１次産業が盛んなので、さらに一歩踏み込んで、移出する前に当町で加工して出荷すれば
仕事や経済が潤う。職場も増え、人口が増える。
１次産業から加工施設（いろいろな特産品加工の一元化）。そこで雇用を拡大、世界へアピ
ール。世界の人口70億が加速し100億にすぐなる。

◆ 町内はもとより周辺地域の食品関連企業を6次産業化にまき込み、農家が単独に6次
○
の増設）→生産・販売に必要な雇用確保。

○農業政策の充実地域の特産物を使用しての6次産業化。
○ １次産業を活か
し生産・加工・販売の６次産業化を目指す。

＜その他＞

40代）

農 10 20代）
40代）

○農業のあり方の再検討農業問題について補助漬けにした現在の姿が正常なものなのか否か。

きだと思います。町として、従来からの農業のあり方に何らかの筋道を付けるべきだと思
います。「農業はわが町の基幹産業だから守ります。」では通用しない。
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4

（１）関連グラフなど

位置づけです。

【問３】特に重要なもの
問２と同じ37項目の中から、
特に重要と思う項目を
５つ選んでもらった位置づけです。

9.3
12.1

8.6
15.5

12.7
3.7

10.0
16.2
17.6

28.5
4.3
2.8
4.7

1.5
6.4

25.2
8.4

32.2
39.6

36.8
8.9
9.3

2.2
18.3

3.4
4.8

10.5
18.0

2.2
10.9

17.3
13.4

17.7
4.3
5.0
4.9

11.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1.自然環境の保護

2.環境問題への取組

3.景観の保全、向上

4.防災

5.消防・救急

6.交通安全

7.犯罪防止、消費者保護

8.ごみ収集、リサイクル

9.道路や歩道

10.除排雪

11.公園、緑地

12.住宅、宅地

13.水道、水質

14.下水道

15.公共交通

16.子育て支援（保育園）

17.健康づくりや病気予防

18.医療環境

19.国保病院

20.高齢者福祉

21.障がい者(児)福祉

22.地域福祉

23.教室や講座など

24.幼稚園､小中高校

25.芸術文化

26.スポーツ

27.青少年育成

28.農業

29.林業

30.商工業

31.観光

32.特産品の開発、販売

33.企業誘致や起業支援

34.地域の活動､行事

35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会

37.役場の窓口、サービス

【問３】特に重要と思うもの（５つまで選択/町民813人）

29.林業

0

1.5

-1 0 1

←満足度→
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（２）意見、提案

  ○：職員  ：小学生  ♫：中高生  
：まちづくりフォーラム  ：『びほろ』みらいまちづくり会議
：子育てサークル  ：自衛隊美幌駐屯地
◆：子ども・子育て支援事業計画策定にかかるアンケート、農業者アンケート

果があると思われるので検討頂きたい。

ション）など範囲を
○

て美幌町を訪れた方への町のPRにもなり、社員が大通りを歩くことで、賑わい・活気がで
てくる。

○ (町の 2/3 )→木資源の付加価値化( )→働く場所(苗木・施業・運
搬・加工・建築) (1 )
（アスパラ、山わさび、じゃがいもなど）→働く場所(生産・運搬・加工・販売)＋耕作放棄
地の活用。地域資源の地域内循環→再生エネ (太陽光・木質バイオマス・BDF ) や

(ヒートポンプ)
「低炭素なまちづくり」

40.3

46.7

24.6

53.5

76.3

16.7

17.7

1.2

52.1

23.5

34.5

59.6

37.5

36.8

12.7

2.9

0% 20% 40% 60% 80%

自然と共生する美しいまち（自然が豊かで、環境にやさしい）

農林畜産業や商工業など活力ある産業のまち（経済的に豊か）

多くの人が訪れる観光・交流のまち

便利で快適に暮らせるまち（生活環境が整った）

健康で安心して暮らせるまち（保健・医療や福祉が充実）

教育・文化・スポーツなどが充実したまち（生涯学習がさかん）

郷土を愛し、町民同士がふれあい豊かに暮らすまち

その他

■町民

■中高生

【問６】将来の美幌町に望む姿（３つまで選択/上段：町民、下段：中高生）
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5 商工業

（１）関連グラフなど

【問２】

位置づけです。

【問３】特に重要なもの
問２と同じ37項目の中から、
特に重要と思う項目を
５つ選んでもらった位置づけです。

30.商工

業

0

1.5

-1 0 1

←満足度→

9.3
12.1

8.6
15.5

12.7
3.7

10.0
16.2
17.6

28.5
4.3
2.8
4.7

1.5
6.4

25.2
8.4

32.2
39.6

36.8
8.9
9.3

2.2
18.3

3.4
4.8

10.5
18.0

2.2
10.9

17.3
13.4

17.7
4.3
5.0
4.9

11.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1.自然環境の保護

2.環境問題への取組

3.景観の保全、向上

4.防災

5.消防・救急

6.交通安全

7.犯罪防止、消費者保護

8.ごみ収集、リサイクル

9.道路や歩道

10.除排雪

11.公園、緑地

12.住宅、宅地

13.水道、水質

14.下水道

15.公共交通

16.子育て支援（保育園）

17.健康づくりや病気予防

18.医療環境

19.国保病院

20.高齢者福祉

21.障がい者(児)福祉

22.地域福祉

23.教室や講座など

24.幼稚園､小中高校

25.芸術文化

26.スポーツ

27.青少年育成

28.農業

29.林業

30.商工業

31.観光

32.特産品の開発、販売

33.企業誘致や起業支援

34.地域の活動､行事

35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会

37.役場の窓口、サービス

【問３】特に重要と思うもの（５つまで選択/町民813人）
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-2

-1

0

1

2
1.地域の自然を守る取り組み

2.町の中の景色、景観

3.災害に対する取り組み

4.交通事故を防ぐ取り組み

5.犯罪を防ぐ取り組み

6.リサイクルやエコ活動の取り組み

7.公園や広場の使いやすさ

8.バスや鉄道の利用のしやすさ

9.お年寄りや障がい者が暮らしやすいまちづ

くり＜高齢者＞

9.お年寄りや障がい者が暮らしやすいまちづ

くり＜障がい者＞

10.文化や芸術活動のしやすさ

11.スポーツ活動のしやすさ

12.買い物のしやすさ＜商工業＞

14.美幌町のお土産や特産品を見たり、買っ

たりできる機会＜特産品の開発、販売＞

【問2】暮らしの満足度について（町民と中高生の比較）
基準（0）

町民

中高生

43.4

17.9

3.8

7.5

3.8

37.7

59.4

3.8

26.4

11.3

0% 20% 40% 60%

自分に合う仕事がない（力を発揮できる仕事をしたい）

交通が不便だから

自然がきびしいから（冬の寒さ、雪など）

生活環境が悪いから（道路、公園、住宅など）

医療（病院）や福祉面が不安だから

新しい物や情報が不足しているから

買い物や遊ぶ場が少ないから

人が少なくさみしいから

一人暮らしをしてみたいから

その他

【問３-①】町外に住みたい理由（あてはまるものすべて選択）中高生

40.3

46.7

24.6

53.5

76.3

16.7

17.7

1.2

52.1

23.5

34.5

59.6

37.5

36.8

12.7

2.9

0% 20% 40% 60% 80%

自然と共生する美しいまち（自然が豊かで、環境にやさしい）

農林畜産業や商工業など活力ある産業のまち（経済的に豊か）

多くの人が訪れる観光・交流のまち

便利で快適に暮らせるまち（生活環境が整った）

健康で安心して暮らせるまち（保健・医療や福祉が充実）

教育・文化・スポーツなどが充実したまち（生涯学習がさかん）

郷土を愛し、町民同士がふれあい豊かに暮らすまち

その他

■町民

■中高生

【問６】将来の美幌町に望む姿（３つまで選択/上段：町民、下段：中高生）
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（２）意見、提案

  ○：職員  ：小学生  ♫：中高生  
：まちづくりフォーラム  ：『びほろ』みらいまちづくり会議
：子育てサークル  ：自衛隊美幌駐屯地
◆：子ども・子育て支援事業計画策定にかかるアンケート、農業者アンケート

＜商業の振興、域内消費の向上＞

地産地消で豊かな町に。
域内需要アップ
道内、オホーツク圏内での域内消費の向上。ワイナリーなどの地域での酒造。

＜店、商店＞

お店が増えているといい
♫店を増やしてほしい
♫店を増やして子供達が遊んだり話したり出来る場をつくったらいいと思う
大型スーパーがあるといい

♫イオンのようなショッピングモール、デパートがほしい
♫イオンを作れば住みやすいすばらしい町になる

50代）

40代）
美幌町内の商店、小さい店の活性化。（男性・60代）

＜飲食店＞

レストランが増えているといい
ファーストフードが多くあるといい

♫すき家、マックなどすぐ注文できて食べられるところがあると嬉しい
♫マクドナルド、サーティワンを建ててほしい
♫すき家、ファミリマートを建ててほしい
♫
♫
♫食べるところを増やしてほしい
♫マック、すき家を作れば住みやすいすばらしい町になる
♫
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○
心に盛り上がるかと。そこで出会い、結婚まで発展すれば人口の増にもつながるのでは。

○

＜娯楽施設、遊び場＞

映画館があるといい
♫映画館をつくってほしい
ゲームセンターがあるといい

♫ゲーセンを作れば住みやすいすばらしい町になる
♫ゲームセンター（ゲームコーナー）をつくってほしい
♫
♫
♫安全を配慮してのことだと思うがカラオケやゲームセンター等への子どもだけの入店を許
可してほしい。中学生の時しかできないこともあるのでいろいろな場所で遊んだりしたい

♫バッティングセンターがあれば遊びやすい
♫ラウンドワンをつくってほしい
♫
♫遊園地をつくってほしい
♫遊ぶ所を増やしてほしい
♫公園以外の場所にも子供達が遊べる場所を作ってほしいです
♫中学生達が遊べる場所が少なくて困る。もっとそういう場所を増やしてほしい
♫高校生が遊べるところを増やしてほしい
♫高校生がいて話できるところ
♫ 。

家族や 60代）

おしゃれなお店（洋服）があるといい
♫しまむら以外に服屋があるといい
♫服などが売っているところを増やしてほしい
♫靴屋があると嬉しい

30代）

＜その他の店舗＞

美幌町のものが買える店があるあるといい
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♫楽器屋がほしい
♫ゼビオをつくってほしい
♫ハードオフをつくってほしい
♫大都市風にならなくていいので、店を増やしてほしい
♫

30代）

＜空き店舗＞

空き店舗が多い

ていい

空き店舗等の活用策の工夫検討。（男性・60代）
60代）

＜その他＞

♫自販機を多くしてほしい
♫コンビニが多すぎる
♫
♫
♫あちこちにパチンコ店がある気がする。そんなに必要なのかな
♫パチンコばかり作らないでもっと人のためになる施設を作ったらいいと思う
♫

30代）
地元商店が日曜日を休業日にする体質が、コンビニに負ける要因。（男性・30代）

30代）
○

○
町のメイン通りとして何か対策はないでしょうか。
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6 中心市街地

（２）意見、提案

  ○：職員  ：小学生  ♫：中高生  
：まちづくりフォーラム  ：『びほろ』みらいまちづくり会議
：子育てサークル  ：自衛隊美幌駐屯地
◆：子ども・子育て支援事業計画策定にかかるアンケート、農業者アンケート

【将来なってほしい美幌町の姿】
商店街や駅がにぎやかになっている
外に時計があるといい（学校にしかないから）
明るくてトレンドな町

♫商店街の活性化をしてほしい
♫大きな建物を増やしたらいいと思う。市街地を広くした方がいいと思う
♫これ以上建物を増やさないでほしい
♫ベンチを増やしたりしたら嬉しいです
機能が集約している。町がコンパクトに収まっているので住みやすい

うな場所にあるといい。
過疎計画で、にぎわいの駅整備の調査と検討と対策が講じられていますが、にぎわいの駅
について記述されていないと思うので、是非しっかりと記述して頂きたい。
商店街、特に大通りの活気の無さが以前から気になります。空いている建物や土地を有効

ラリーを眺めながら休憩出来る場所や、

50代）

40代）
駅前通りを、もう少 60代）

40代）

50代）
40代）

駅前から神社までの国道沿いに、あまり人が歩いていないように感じます。シャッターの

、「ここが美幌町の中心だ
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40代）
駅をもう少しにぎやかにしてほしい。（男性・30代）

60代）
他市町村から集客できる店等が少ないと思います。（男性・50代）
大通り 60代）
大通商店街の充実。（人が歩く町並み）（男性・60代）

店が少ない→昼食も、町内であれば「さんぱち」「山岡家」などのラーメン屋が中心で、そ
の他の飲食店は入りにくい。（男性・30代）

70代以上）
観光を売りにするには、町内には町並みの美しさや、これといった優れたものはないと思
います。パチンコ屋さんや飲み屋さんが中心にもあり（パチンコ屋さん、飲み屋さん申し

40代）
60代）

ぎるし、公園が汚いし、遊具がなさすぎ。（男性・30代）
国道・道道 50代）
昼も夜も明るい街づくり。レトロや近未来、他にない街並、観光。（男性・50代）
市街地の地名（表示）が有ると幸いと感じる。（男性・70代以上）

ったりすると、他市の大型スーパーへ出かけなくても、町内で購入でき、助かる事もある
40代）

飲食店のタウンフリーペーパーみたいな物を作ってみてはどうか？？町外からの来客者が
10 20代）

○中心市街地でのポケットパーク整備。親水公園、屋外音楽会が開けるステージ、物産展等

○中心市街の活性化。生活のしやすい町にし、人口増加を図る
○ 方が多いと思
います。

町の特色が出せ、それが
にとって必要な施設や方向がでてくると思います。

○
ナントミックスやショッピングモール的な機能を有する一つのタウン計画を政策として揚
げてはどうか
先もなく、地元に止まれない。また、主婦等のパート先が無いから家計が苦しい等の諸問
題の解決策に通じると考える。
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7 地場産品

（１）関連グラフなど

位置づけです。

【問３】特に重要なもの
問２と同じ37項目の中から、
特に重要と思う項目を
５つ選んでもらった位置づけです。

32.特産

品の開

発、販売

0

1.5

-1 0 1

←満足度→

9.3
12.1

8.6
15.5

12.7
3.7

10.0
16.2
17.6

28.5
4.3
2.8
4.7

1.5
6.4

25.2
8.4

32.2
39.6

36.8
8.9
9.3

2.2
18.3

3.4
4.8

10.5
18.0

2.2
10.9

17.3
13.4

17.7
4.3
5.0
4.9

11.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1.自然環境の保護

2.環境問題への取組

3.景観の保全、向上

4.防災

5.消防・救急

6.交通安全

7.犯罪防止、消費者保護

8.ごみ収集、リサイクル

9.道路や歩道

10.除排雪

11.公園、緑地

12.住宅、宅地

13.水道、水質

14.下水道

15.公共交通

16.子育て支援（保育園）

17.健康づくりや病気予防

18.医療環境

19.国保病院

20.高齢者福祉

21.障がい者(児)福祉

22.地域福祉

23.教室や講座など

24.幼稚園､小中高校

25.芸術文化

26.スポーツ

27.青少年育成

28.農業

29.林業

30.商工業

31.観光

32.特産品の開発、販売

33.企業誘致や起業支援

34.地域の活動､行事

35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会

37.役場の窓口、サービス

【問３】特に重要と思うもの（５つまで選択/町民813人）
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-2

-1

0

1

2
1.地域の自然を守る取り組み

2.町の中の景色、景観

3.災害に対する取り組み

4.交通事故を防ぐ取り組み

5.犯罪を防ぐ取り組み

6.リサイクルやエコ活動の取り組み

7.公園や広場の使いやすさ

8.バスや鉄道の利用のしやすさ

9.お年寄りや障がい者が暮らしやすいまちづ

くり＜高齢者＞

9.お年寄りや障がい者が暮らしやすいまちづ

くり＜障がい者＞

10.文化や芸術活動のしやすさ

11.スポーツ活動のしやすさ

12.買い物のしやすさ＜商工業＞

14.美幌町のお土産や特産品を見たり、買っ

たりできる機会＜特産品の開発、販売＞

【問2】暮らしの満足度について（町民と中高生の比較）
基準（0）

町民

中高生

30.8

35.9

26.0

42.3

6.6

13.7

20.7

39.9

24.0

23.0

6.0

18.3

21.5

8.4

1.8

29.3

18.6

25.4

30.0

9.4

44.0

38.8

10.7

62.9

14.7

16.3

25.7

7.8

1.0

0% 20% 40% 60% 80%

地域の自然を守り育てる自然保護・愛護活動

資源のムダをなくし環境を守るリサイクル活動や省資源活動

花いっぱい運動や清掃活動

高齢者や困っている人たちへの福祉ボランティア活動

歴史や文化を学び、後世に伝える歴史文化活動

【中高生のみ】小さい子どもの遊び相手をする活動

【町民のみ】子ども会やＰＴＡなどを通じた《青少年育成活動》

スポーツや保健事業での健康なまちづくり活動

安全に暮らせるまちをめざす交通安全・防犯・防災活動

各種イベントや祭りなど町や地区の各種行事

【中高生のみ】町外者にまちの観光案内やＰＲをする活動

【町民のみ】あいさつ、親切に心がける明るいまちづくり活動

ホームステイの受け入れ、地域ガイドなど国内外との交流活動

味覚・特産品、産業技術の開発など特産開発、技術研究活動

【町民のみ】地域での自治会活動に参加

まちづくりに意見や提案をする場に参加

その他

■町民

■中高生

【問７】参加したい（できる）まちづくり活動（あてはまるものすべて選択（上段：町民、下段：中高生）
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農業者へのアンケートより（Ｈ23.10

６ 豊かな食生活への対応

７ 農業を核とした新たな産業展開

（２）意見、提案

  ○：職員  ：小学生  ♫：中高生  
：まちづくりフォーラム  ：『びほろ』みらいまちづくり会議
：子育てサークル  ：自衛隊美幌駐屯地
◆：子ども・子育て支援事業計画策定にかかるアンケート、農業者アンケート

【美幌町ですきなもの・こと】
食べ物がおいしい
美幌豚バーガー
肉がおいしい
とうきび、じゃがいも、にんじん、ビートがすき
レトルトカレー
野菜がいっぱいとれる（ビート、じゃがいも）
和牛
まるまんましょうゆ

♫
♫何か名産品を作るといいと思う
美幌の高校生の活躍をもっとバックアップしてあげたらどうか。加賀屋さんではしょう油

PRしたり、使うようにしては。道の駅
で売っている弁当や、美幌の豚「美水豚」なども。

41.0%

41.8%

39.0%

22.4%

19.0%

11.0%

0.5%

1.1%

0.0%

1.1%

1.1%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(１)健全な食生活の推進

(２)地場産農産物の消費拡大

(３)流通販売の拡大の推進

やや重要 どちらでもない あまり重要でない 重要でない

41.0%

23.9%

25.1%

49.4%

0.5%

7.8%

2.2%

11.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(１)農業の６次産業化の促進

(２)農業生産法人以外の法人

の農業参入

やや重要 どちらでもない あまり重要でない 重要でない
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美幌の特産の印象が薄い。ワインは町外の人から頼まれて買ったりするので知っているが。
遠方の人には特産品としてアスパラやジャガイモを送る。

70代以上）
特産品作りに、町ももっと関わってほしい。まるまんまは会議所、和牛カレーは農協、町

10 20代）

50代）
人を集めるための特産品やブランドの開発も必要になると思います。（男性・40代）
地域振興に
粉で、全国の有名店で美幌のそば粉が使用されています。是非、地元で提供出来る様に出
来ないものでしょうか。以前はありました、そば祭を再開するとか？（60代）
特産品と言っても何があるのかわからない。美幌ブタとかブタしょう油とかあるけれど、

50代）
50代）

70代以上）
町の特産品の開発や町のＰＲをもっとするべきではないのでしょうか。今のままでは、人
の集まらない、人の呼べない町になるのではないかと心配します。（男性・40代）

50代）
○びほろ名産造りプロジェクト。びほろの有名・無名を10・20
○
イル

○
○
○美幌町では優れた農産物を生産しているものの、美幌と言えばと問われた時に挙げられる

こで、農産物に付加価値（より安全だとか、より美味しい、より栄養に富んでいるなど）
が必要になってくると思います。また、このような農産物をいかに宣伝していくか。農産
物の価値を上げることと、それ上手に宣伝していくことのバランスも重要と考えます。

○
物、加工品、木工品等々の新商品開発から新たな生産体制（新商品開発に必要な資材、小

業を新設すべき。（採択条件に「グループ化」や明確な「費用対効果の明記」「希少価値」、
「美幌オリジナル性」等を盛り込み、条件を満たしたもののみを採択）新たな経済効果を
生むチャレンジ精神をあおる

○美幌マルシェ。美幌産の農畜産物の販売拠点として、ＰＲを図る。美幌高校との連携
○

・集約し収穫時
を。すずめやカラスの糞が種を運ぶ結果

であり、 。
○
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○美幌町のＰＲする特産品をしっかり決め、ブランド化し、全国的にＰＲを図る。（たとえば、

○地域で採れた食品を加工することで雇用を創出し町の施設で消費することで、町全体のフ
ードマイレージを小さくし、エコタウンとなる。
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8

（１）関連グラフなど

位置づけです。

【問３】特に重要なもの
問２と同じ37項目の中から、
特に重要と思う項目を
５つ選んでもらった位置づけです。

31.観光

0

1.5

-1 0 1

←満足度→

9.3
12.1

8.6
15.5

12.7
3.7

10.0
16.2
17.6

28.5
4.3
2.8
4.7

1.5
6.4

25.2
8.4

32.2
39.6

36.8
8.9
9.3

2.2
18.3

3.4
4.8

10.5
18.0

2.2
10.9

17.3
13.4

17.7
4.3
5.0
4.9

11.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1.自然環境の保護

2.環境問題への取組

3.景観の保全、向上

4.防災

5.消防・救急

6.交通安全

7.犯罪防止、消費者保護

8.ごみ収集、リサイクル

9.道路や歩道

10.除排雪

11.公園、緑地

12.住宅、宅地

13.水道、水質

14.下水道

15.公共交通

16.子育て支援（保育園）

17.健康づくりや病気予防

18.医療環境

19.国保病院

20.高齢者福祉

21.障がい者(児)福祉

22.地域福祉

23.教室や講座など

24.幼稚園､小中高校

25.芸術文化

26.スポーツ

27.青少年育成

28.農業

29.林業

30.商工業

31.観光

32.特産品の開発、販売

33.企業誘致や起業支援

34.地域の活動､行事

35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会

37.役場の窓口、サービス

【問３】特に重要と思うもの（５つまで選択/町民813人）
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30.8

35.9

26.0

42.3

6.6

13.7

20.7

39.9

24.0

23.0

6.0

18.3

21.5

8.4

1.8

29.3

18.6

25.4

30.0

9.4

44.0

38.8

10.7

62.9

14.7

16.3

25.7

7.8

1.0

0% 20% 40% 60% 80%

地域の自然を守り育てる自然保護・愛護活動

資源のムダをなくし環境を守るリサイクル活動や省資源活動

花いっぱい運動や清掃活動

高齢者や困っている人たちへの福祉ボランティア活動

歴史や文化を学び、後世に伝える歴史文化活動

【中高生のみ】小さい子どもの遊び相手をする活動

【町民のみ】子ども会やＰＴＡなどを通じた《青少年育成活動》

スポーツや保健事業での健康なまちづくり活動

安全に暮らせるまちをめざす交通安全・防犯・防災活動

各種イベントや祭りなど町や地区の各種行事

【中高生のみ】町外者にまちの観光案内やＰＲをする活動

【町民のみ】あいさつ、親切に心がける明るいまちづくり活動

ホームステイの受け入れ、地域ガイドなど国内外との交流活動

味覚・特産品、産業技術の開発など特産開発、技術研究活動

【町民のみ】地域での自治会活動に参加

まちづくりに意見や提案をする場に参加

その他

■町民

■中高生

【問７】参加したい（できる）まちづくり活動（あてはまるものすべて選択（上段：町民、下段：中高生）

40.3

46.7

24.6

53.5

76.3

16.7

17.7

1.2

52.1

23.5

34.5

59.6

37.5

36.8

12.7

2.9

0% 20% 40% 60% 80%

自然と共生する美しいまち（自然が豊かで、環境にやさしい）

農林畜産業や商工業など活力ある産業のまち（経済的に豊か）

多くの人が訪れる観光・交流のまち

便利で快適に暮らせるまち（生活環境が整った）

健康で安心して暮らせるまち（保健・医療や福祉が充実）

教育・文化・スポーツなどが充実したまち（生涯学習がさかん）

郷土を愛し、町民同士がふれあい豊かに暮らすまち

その他

■町民

■中高生

【問６】将来の美幌町に望む姿（３つまで選択/上段：町民、下段：中高生）
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（２）意見、提案

  ○：職員  ：小学生  ♫：中高生  
：まちづくりフォーラム  ：『びほろ』みらいまちづくり会議
：子育てサークル  ：自衛隊美幌駐屯地
◆：子ども・子育て支援事業計画策定にかかるアンケート、農業者アンケート

【美幌町ですきなもの・こと】
美幌峠
美幌峠の道の駅
峠の湯
美幌峠のいももち
美幌峠からの景色
リリー山からの景色

まつり（神社のまつり、ふるさとまつり）
みどりの村（自然がいっぱい、遊び場がある）
ふるさとまつり

【将来なってほしい美幌町の姿】
ディスニーランドがある
動物園がある
イベントが多い町（大人と子供が一緒に楽しめる）
自衛隊の冬祭りが今よりも大きくなっている
おまつりがいっぱいある
外国人観光客が来る町
冬まつりがあるといい
夏祭りのほかに、春秋冬まつりがある

＜観光の振興＞

PR

♫もっと観光できるところを増やして町外から来る人を増やすべき。マラソン大会の実施や

PRすべき。JR美幌駅ももっと新しくしてほ
10 PR

ファイターズのスポンサーになるとか。
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60代）
他から観光に来る方に、何か贈り物をあげるとかクーポンを充実させるとか、特典をつけ

40代）
観光客が来るまちづくり。（男性・70代以上）
観光客の誘致が必要。（男性・70代以上）
美幌は、観光ルートの通り街（通過地点）なので、これを何か観光的にできることがない

70代以上）

す。観光や商店街等、人を呼び込む働きかけが少ない。イベントや文化事業を増やすとい
光地、イベント等を発

40代）

＜観光資源＞

30代）
○通過点になりがちなので名所をつくる。
♫遊べる川があったら楽しい
美幌川はとてもきれいなので、カヌーをしたらどうか。
観光スポットがもっとあれば、もっと人が集まるのでは。
観光ではグリーンツーリズム。
観光の目玉が有れば。（男性・50代）
美幌名物が無く、名所も美幌峠だけ。観光で案内する所が無い。（60代）

は、今の時期じゃがいもの花がきれいに咲き、広々とした畑の風景を旅人が写真に撮るの

70代以上）

だけの場所になっている様な感じがする。札幌でタクシーに乗った時、「どこから来たんで

だけの話でし

40代）
東モコトは芝桜、上勇別はチューリップ、小清水はゆり…。美幌町は…？町外の人が、わ
ざわざ美幌に足を止める何かがあるでしょうか？10

30代）
美幌は、おいしい食べ物がたくさんとれます。それなのに、観光への取り組みがなってい

れれば、 70代以上）
美幌町の観光施設について。花で観光客を呼べる施設を作るべきだと思います。大空町の
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ムラサキツツジ等がありますが、美幌町には何もありません。他の市町村の２番煎じでは
なく、他で植えていない花種にすることで、観光客を呼べる施設になる。（男性・60代）

○
宿泊もできる環境を。

○施設や食べ物、その町独
味を持たせることを目的とする。

○
隠れた名所をPRして集客し活気ある町に変える

○ のパパスラン
ドの様に）

○
ェが点在しているので、これらのカフェを「いなカフェ」みたいな感じで町のコミュニテ
ィとしてデザイン（コーディネート）してみると、ひとつの観光資源になるのではないか。

○ PR
すい。

○
光客に美幌町にきてもらうために」アンケートをとって参考にする。美幌観光和牛まつり

れるようにする。まつりにレースなどを盛り込む。（昔は川下りをやっていました。）日本
のマチュピチュ竹田城みたいに、人が押し寄せるくらいの観光スポットがないか探す。

○
牛や美幌町生産の野菜を使ったメニュー及び土産物、スイーツを開発し、通過型観光者及

○既存の基幹作物（芋、人参、アスパラ

件下にある。ＪＡによる観光農園事業（サクランボ、イチゴ、プラム
1 2 している。サクランボ狩りによる

いという強い要望があるにも関わらず受け皿がない」と聞いた。果樹観光農園化は本町で
アスパラ）による観光農園化は図れる。それに

可能。フットパス（田園や牧草地帯を散策し景観を楽しむ）で農村地帯自体を売り物にす
る企画も本町でも実現可能。（峠牧場ウオーキングに参加したが、峠牧場もフットパスに最
適）

○

な手法が考えられる。来客者＝外貨獲得（町内での宿泊、飲食、購買による経済的波及効

深川など）などの効果がある。総合的に需要、実現性、手法等について検討に入るべき。
○美幌峠牧場の観光牧場化。新たな観光地として、美幌峠との相乗効果を図る。
○美幌峠を景観以外の観光名所にする。美幌峠からの眺めはきれいではあるが、他に勝る景
産品や他にはない観光土産(定番のキーホルダーなど以外)を販売する。
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＜宿泊施設、宿泊促進＞

快適な宿泊先（ホテル）を整備、増やす。
宿泊施設
雄大な観光資源があるのに、外部から寄せる宿泊施設が充実されていない。スポーツ団体
の誘致にも宿泊施設が少ないことが大きな要因となっていると思われる。人が集まると経
済効果も生まれることから、その点も考えてほしい。
宿泊施設の誘致。

済もまわるので。

ホテルの誘致。そのための投資ファンドの作成。
街中に宿泊施設が必要。改修も。

鶴雅と手をとり、高級宿泊施設をつくる。
宿泊施設がなく、峠の湯に宿泊施設（温泉付ホテル等）をつけて欲しい。→道外のお客様

30代）
70代以上）

宿泊施設を峠の湯などに併設する方法もあると思います。財産である美幌峠の景観を生か

えるようにし 40代）
町外から来た人がよく言います。「ホテルが町内にもう少しあってほしい。」（男性・60代）

50代）
観光客がたくさん来られる場所。一箇所に施設や遊び場所と泊まる所が並んでいる場所が

50代）
きるホテル、飲食業

60代）
○宿泊施設の充実。（まずは美幌を感じて貰うところから）
○
観光へ！時間と経済的に余裕ある網走農大生(本州から来ている)をターゲットに！そこか

○

○“びほろ”に泊まると「いいことあるよ！」キャンペーン。美幌町周辺には有名観光地が存在
し、観光客の宿泊数を増加させるのは難しいが、ビジネスマンの宿泊者数を増加させるの

館組合、町でタッグを組み、宿泊者には飲食店の割引クーポンが配布されたり、宿泊数の
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タな芋、玉葱等）が当たる仕組みを
作ったり、峠の湯入浴割引券が配布されたりすることで、各所、各個が来客者に対し美幌
への宿泊を呼び掛けていくような仕組み作りが必要。

○

○峠の湯びほろに宿泊施設を設け宿泊者の取り込み、会議・宴会のできる施設
○観光宿泊施設の充実。国道が 4

き。
○
施設街が有れば可能性はあると思う。

＜既存施設＞

峠の湯の充実。
みどりの村のマッシュルームなどをきれしにしてほしい。
博物館やみどりの村は郊外にあり遠い。内容もあまりPRされていない気がする。

60代）

50代）
○博物館をみどりの村と一体的に、こどもが遊ぶスペースとして再整備を図る。具体的には

公園や新さっぽろのファンタジーキッズリゾートのイメージ）企画展などのスペースは残
し、展示は必要最小限にとどめる。

○

Ｒに繋げていく。ＴＶやインターネットなどで美幌町についてＰＲをする。

＜新たな施設＞

美幌峠に次ぐ、観光施設の設置（アスレチックコース、プラネタリウム、ドッグランフィ

○道の駅は美幌峠にあるが、街中に置くことにより、町の活性化につながると考えます。美
幌の特産物の商店温根湯のように世界一とまではなくとも、目玉となるもの（イメージ的
には大きいオブジェ、ぎゅうたろのような）を設置すると、まち全体の活性化につながる。

○
レジャープール施設等、特に、冬場の子供連れ家族が集まってくる屋内型レジャー施設。
大規模なものでなければ、いけない。

＜イベント＞

大きなお祭りをふやしてほしい
い

♫ジャニーズのコンサートをしてほしい
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♫祭りやイベントを増やしてほしい
昔あった「スターダストカーニバル」や「千人おどり」などのような、人が呼べるイベン
トが（再び）できないか。
新たなイベント

60代）
イベントを作る。道東一のウォーキングコースを作る。（男性・30代）

40代）
他市町村からも参加出来るイベントがあればよいと思う。（50代）
楽しくて
和牛まつりは昔と違って楽しくないですよ。牛の丸焼きとか、川下りとか、花火とか、ど

！まったく楽しくないからです。（40代）
30代）

町ではなくな
町になる様な気がする 60代）

祭りが少ない。（男性・40代）

30代）
秋まつりのあと冬まつりまでの間に何か 40代）

50代）

て、町外からも人が集まるようにとか、予算が少ない中でも工夫できることがいっぱいあ
10 20代）

○ 、お祭
りや花火大会などの規模を大きくしたり、人の出入りを多くできるようなイベントを考え、

く集まるところの
。

○
る。そこで、印象を脱却すべく、和牛まつり・デュアスロンに並ぶ永く続くイベントを開
基130
記の100㎞歩こう大会とか）

○ PR

限られますが）
○
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＜広域での取り組み＞

○

○
＜道の駅＞

用するのではないか。
（町の中心部に）道の駅。美幌駅前倉庫群の活用で、働く場所の確保。
道の駅を作ってはどうか。

美幌峠に足を運んでいます。道の駅の二階が休憩所になっている
のですが、団体客が食事している釜飯のような匂いがひどくて、場所も無くゆっくりでき

60代）
市街地に道の駅を。美幌峠は少し遠い。売店が大きくなった位ではダメ。（男性・50代）

50代）

て来ています。地元にもどると、何一つ自慢出来る物は無く、美幌峠にある道の駅の活用
もお粗末です。なぜ山の上に？最近の道の駅は、町内の人達も集まる程の場所となってい

に期待します。最下位の道の駅は 60代）
美幌町に道の駅を作ったらどうでしょうか。美幌駅にあります観光物産（おみやげ品）な

70代以上）
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9 雇用、企業誘致、起業支援

（１）関連グラフなど

位置づけです。

【問３】特に重要なもの
問２と同じ37項目の中から、
特に重要と思う項目を
５つ選んでもらった位置づけです。

33.企業

誘致や起

業支援

0

1.5

-1 0 1

←満足度→

9.3
12.1

8.6
15.5

12.7
3.7

10.0
16.2
17.6

28.5
4.3
2.8
4.7

1.5
6.4

25.2
8.4

32.2
39.6

36.8
8.9
9.3

2.2
18.3

3.4
4.8

10.5
18.0

2.2
10.9

17.3
13.4

17.7
4.3
5.0
4.9

11.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1.自然環境の保護

2.環境問題への取組

3.景観の保全、向上

4.防災

5.消防・救急

6.交通安全

7.犯罪防止、消費者保護

8.ごみ収集、リサイクル

9.道路や歩道

10.除排雪

11.公園、緑地

12.住宅、宅地

13.水道、水質

14.下水道

15.公共交通

16.子育て支援（保育園）

17.健康づくりや病気予防

18.医療環境

19.国保病院

20.高齢者福祉

21.障がい者(児)福祉

22.地域福祉

23.教室や講座など

24.幼稚園､小中高校

25.芸術文化

26.スポーツ

27.青少年育成

28.農業

29.林業

30.商工業

31.観光

32.特産品の開発、販売

33.企業誘致や起業支援

34.地域の活動､行事

35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会

37.役場の窓口、サービス

【問３】特に重要と思うもの（５つまで選択/町民813人）
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36.4

23.1

21.7

44.1

42.7

57.3

12.6

30.1

9.1

9.1

2.8

62.9

14.7

0% 20% 40% 60% 80%

家族が町外に住んでいるから

友人・知人が少ないから

子育て、子どもの教育環境として不安があるから

交通が不便だから

働く場所がないから（遠いから）

医療や福祉面が不安だから

スポーツや文化活動が十分にできないから

日常生活が不便だから

現在の近所づきあいが良好でないから

気候条件が良くないから

自然災害が心配だから

ここで老後も生活を続けていくことに不安があるから

その他

【問４-②】町外に移りたい理由（すべて選択/143人）

59.3
44.3

8.0
20.5

32.4
12.6

7.1
37.9

26.0
30.7

57.6
41.6
39.9

2.9

0% 20% 40% 60%

家族が住んでいるから

友人・知人が多いから

子育て、子どもの教育に良い環境だから

交通が便利だから

働く場所があるから（近いから）

医療や福祉面に概ね不安がないから

スポーツや文化活動ができるから

日常生活が便利だから

現在の近所づきあいが良好だから

気候条件が良いから

自然災害が少ないから

ここで老後も生活を続けていけそうだから

町外に移りたいという理由が特にないから

その他

【問４-①】町内に住み続けたい理由（すべて選択/589人）
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（２）意見、提案

  ○：職員  ：小学生  ♫：中高生  
：まちづくりフォーラム  ：『びほろ』みらいまちづくり会議
：子育てサークル  ：自衛隊美幌駐屯地
◆：子ども・子育て支援事業計画策定にかかるアンケート、農業者アンケート

＜産業全般＞

とにかく美幌の産業を元気にする。産業支援。

人口減→働き手が減→共働きを増やす。

＜働く場、雇用＞

（介護、孫の世話、ボランティア、
子どもの用事）

43.4

17.9

3.8

7.5

3.8

37.7

59.4

3.8

26.4

11.3

0% 20% 40% 60%

自分に合う仕事がない（力を発揮できる仕事をしたい）

交通が不便だから

自然がきびしいから（冬の寒さ、雪など）

生活環境が悪いから（道路、公園、住宅など）

医療（病院）や福祉面が不安だから

新しい物や情報が不足しているから

買い物や遊ぶ場が少ないから

人が少なくさみしいから

一人暮らしをしてみたいから

その他

【問３-①】町外に住みたい理由（あてはまるものすべて選択）中高生
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企業への人材育成の支援。

※」
もあるので、そのような環境にならないか。

※マザーズハローワーク・マザーズコーナー：子育てをしながら就職を希望している方に対して、キッズコーナ
ーの設置など子ども連れで来所しやすい環境を整備し、予約による担当者制の職業相談、地方公共団体等との
連携による保育所等の情報提供、仕事と子育ての両立がしやすい求人情報の提供など、総合的かつ一貫した就
職支援を行っている。（厚生労働省 HPより）道内には 12か所。

☆
雇用の確保、創出。

職人（大工など）、技術者の教育、支援。
手間をいとわない、人手のかかる「仕事」を増やす。
地元建設業支援（将来除雪事業者がいなくなる）。

。

道外企業を美幌にもって来て働く場所を設ける。
働いていたら自慢できる会社（大手）の誘致。

する。
雇用の場が増えるような取り組みを考えては。（失敗覚悟でも大胆な政策を･･･企業進出に
対してあらゆる面で優遇するなど）。
雇用を支える地域産業の活性化が大事であると思われる。
住み続けるための所得（生活を支える）＝雇用＝産業の充実。既存の企業の充実拡大→雇
用増へ。

のでは。第１は仕事場の確保。

動を後押しできる様な施策を講じるべきである。（男性・60代）
40代）

50
代）
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積極的に雇用の場を整えるために、町として特に情報面で支援を強めてほしい。（男性・60
代）

60代）

多くなり、街もうるおうと思う。（男性・30代）
生活環境も重要ですが、それ以上に働く場所、働ける場所の確保が最も重要だと思います。
（男性・50代）

特産品の開発。私は、おみやげは美幌の 60代）
中学生や高校生の様に、インターンシップの様な事が大人にもあれば嬉しい。ヘルパーな
どの資格を持った主婦はたくさんいるが、子供が小さかったりと、すぐに仕事につけない

40代）
働く機会をもっと増やしていただけないだろうか。（男性・30代）

50代）
○
○
人も多くいると思いますが、やはり戻るためには就職先が必要なので、雇用増加が必要

○成人式での地元企業ＰＲブースの設置
○高収入を得ることができる産業を育てる
○町内企業のPRや企業誘致など働く場所の確保に重点を置く。
○町職員による美幌名物の発掘・発案により仕事を増やす
○大規模国営事業への参加（誘致等）
○美幌町に仕事場を提供してくれる企業（個人含む）等に条件（無償、建物・土地の無償提
供）を提示してインターネットなどで全国公募する

○
○
けている

○
○
⇒将来家庭を持つ⇒子供を出産する⇒保育・預かり施設を充実させる⇒主婦も安心して働
ける ⇒ 夫婦・家庭円満（びほろは居心地のいい街）⇒子供が成人し就職、町内定住し家
庭を持つ

○子育て世代の主婦が働ける雇用環境整備（現状の美幌の求人は、土日勤務の職場が多いが、

＜企業誘致、起業支援＞

IT化や国際化に向けた多言語情報の発信。その他地元の企業への発信支援。
50代）

○
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○
既存企業を誘致する方法以外にも新しく事業を始めて可能性のあるまちにならないか。美

○大規模製造業の誘致
○税の減免措置や土地の提供などにより大企業、テーマパークの誘致
○東京から 2時間（時間的には通勤圏内）のアクセスを生かし、オホーツクの大自然にロー
カルオフィスの設置を希望する企業、ITを活用して地方での起業を希望する移住者に対す

活用する
○大小問わず、有名な企業（スターバックスとかドトールとか）の誘致と働く場所の確保
○
（町外から企業等を呼ぶために…）町外からの人を集める場所（昼と夜）を作る。美幌町

の人が町内で事業する場合、テ

ホテルに月ごとにテナント（町外・道外から）を入れる。使わなくなった中学校などを施
設やテナントとして使う。（土、日限定とか）（男性・30代）

30代）
60代）

５人でも10
70代以上）

舎 60代）

性・40代）

30
代）
町への収入を増やすため、企業を持ってくる。（男性・30代）

50代）
70代以上）

オホーツクブランド、発電施設等。（男性・50代）
30代）

○ (又は移設)する場合

などライフラインの充実( )が課題。
○
○ (道東の中でも中心)や交通網（4

点条件にある。美幌を中心に 1

て扱うことの仕組みを作り経費を抑える。土地を安く提供できることが課題。雇用も改善

地の有効活用にも。
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○有名な企業が町に１つ来るのは、結構目を引く気がする。雇用も生まれる。ただし、共存
する姿勢の企業に限る。町を食うタイプの企業は美幌に馴染まない気がする。温泉宿を支
えてもらうとか、小清水のほがじゃの工場のように、地元産品を有効活用してもらう企業
とか。

○

用
○

ツイッターなどのソーシャルメディアを通じて全国の支援者に支持を呼びかけます。プロ
ジェクトの内容に賛同した全国の支援者は、インターネットを通じて、クラウドファンデ

額に応じた一定のものや

す。
○
く店が限られています。飲食店関係者及び飲食店開業予定者を対象としたメニュー開発や
運営のセミナーを実施してはどうでしょうか？美幌独自の多種多様な飲食店が沢山出来れ

○専門学校等の誘致
＜自衛隊＞

自衛隊の存続、拡大。
日甜と自衛隊は美幌の核だと思う。存続に尽くすと同時に、無くなった場合の影響を予測
しておくことが必要。（男性・60代）

○美幌町の人口維持を支えているのは駐屯地の存在が大です。人口増の施策を新たに設ける
ことも必要ですが、国防、自衛隊の重要性は将来も変わらないと考えます。自衛隊駐屯地
の存置活動の充実を第一に置きながら、「住みやすさ」を軸にした施策が必要と考えます。

○
○自衛隊の現状維持または拡充
○自衛隊駐屯地の存続を強く求む。
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・10 高校生ヒアリング

と題したワークショップを開催。

①課題・問題 → ②解決するためのアイディア → ③スローガン

をとりまとめました。
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